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参考資料１

○つくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関する条例 

平成29年12月22日 

条例第35号 

（目的） 

第１条 この条例は、附属機関の会議及び懇談会等を公開すること等により、

市政運営における透明性の向上を図り、及び市民の市政運営に対する理解を

深め、もって開かれた市政の一層の推進に資することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

(1) 附属機関 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項に規

定する附属機関をいう。 

(2) 懇談会等 市民、有識者等のうち執行機関が選任した者から意見、知見

等を聴取し、市政運営の参考とすることを主な目的として開催する懇談

会、懇話会、検討会、研究会その他市政運営上の会議をいう。 

(3) 執行機関 地方自治法第138条の４第１項の規定に基づき市に置かれる

執行機関のうち附属機関の属する執行機関又は懇談会等を開催する執行機

関をいう。 

（会議公開の原則） 

第３条 附属機関の会議及び懇談会等は、これを公開する。 

（非公開とすることができる会議） 

第４条 前条の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当するときは、執

行機関又は附属機関若しくは懇談会等の長は、附属機関の会議又は懇談会等

の全部又は一部を非公開とすることができる。 

(1) 会議において、つくば市情報公開条例（平成27年つくば市条例第27

号）第５条に規定する不開示情報（以下「不開示情報」という。）が発

言される見込みがあるとき。 

(2) 会議を公開することにより、公正又は円滑な会議の運営に著しい支障

が生じ、会議の目的が達成されないと認められるとき。 

（会議の非公開の決定方法） 

第５条 前条の規定による附属機関の会議及び懇談会等の非公開の決定は、次

の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める方法により行うものとする。 

(1) 前条第１号に該当するおそれがあるとき 次のいずれかの方法 

ア 執行機関が規則で定める事項を勘案し、決定する方法 

イ 附属機関又は懇談会等の長が当該附属機関の会議又は当該懇談会等に

諮り、規則で定める事項を勘案し、決定する方法 

(2) 前条第２号に該当するおそれがあるとき 附属機関又は懇談会等の長が
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当該附属機関の会議又は当該懇談会等に諮り決定する方法 

（会議開催の事前公表） 

第６条 執行機関は、規則で定めるところにより、附属機関の会議及び懇談会

等の名称、開催日時その他の規則で定める事項を当該会議を開催する日の７

日前までに公表しなければならない。ただし、緊急に附属機関の会議又は懇

談会等が開催されるときは、この限りでない。 

（会議の傍聴等） 

第７条 附属機関の会議及び懇談会等を傍聴することができる者の数は、その

都度、執行機関が定める。 

２ 附属機関の会議又は懇談会等を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすと認められ

る者その他の規則で定める者は、当該会議を傍聴することができない。 

３ 附属機関の会議又は懇談会等を傍聴する者（以下「傍聴人」という。）

は、規則で定める事項を遵守し、及び会場の秩序維持に関して附属機関又は

懇談会等の長の指示に従わなければならない。 

４ 附属機関及び懇談会等の長は、傍聴人が前項の指示に従わないときは、当

該傍聴人に対し、退場を命ずることができる。 

（会議資料の閲覧） 

第８条 執行機関は、附属機関の会議及び懇談会等が公開されるときは、当該

会議の資料（不開示情報が記載されているものを除く。以下同じ。）を傍聴

人の閲覧に供しなければならない。 

（会議録の作成） 

第９条 執行機関は、規則で定めるところにより、附属機関の会議及び懇談会

等について、公開又は非公開にかかわらず、当該会議終了後遅滞なく会議録

を作成しなければならない。 

（会議録の写し等の公表） 

第１０条 執行機関は、規則で定めるところにより、公開の附属機関の会議及

び懇談会等にあっては前条の規定により作成した会議録及び当該会議の資料

を、非公開の附属機関の会議及び懇談会等にあってはその概要を記録したも

のを公表しなければならない。 

（公開状況の公表） 

第１１条 市長は、規則で定めるところにより、附属機関の会議及び懇談会等

の公開状況について、公表しなければならない。 

（他の条例に特別の定めがある場合の取扱い） 

第１２条 附属機関の会議の公開等について、他の条例に特別の定めがあると

きは、その定めるところによる。 

（委任） 

第１３条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 
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○つくば市情報公開条例（抜粋） 

平成27年７月１日 

条例第27号 

改正 平成28年３月24日条例第26号平成29年６月30日条例第22号 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、民主主義の理念にのっとり、知る権利の保障としての行

政文書の開示を請求する権利につき定めること等により、市の保有す

る情報の一層の公開を図り、もって市の行政活動を市民に説明する責

務が全うされるようにするとともに、行政運営の透明性の向上及び公

正で民主的な行政の推進に資することを目的とする。 

 

（略） 

 

（行政文書の開示義務） 

第５条 実施機関は、開示請求があったときは、開示請求に係る行政文書に次

の各号に掲げる情報（以下「不開示情報」という。）のいずれかが記録され

ている場合を除き、開示請求者に対し、当該行政文書を開示しなければなら

ない。 

(1) 個人に関する情報（事業を営む個人の当該事業に関する情報を除

く。）であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等

（文書、図画若しくは電磁的記録に記載され、若しくは記録され、又は

音声、動作その他の方法を用いて表された一切の事項をいう。次条第２

項において同じ。）により特定の個人を識別することができるもの（他

の情報と照合することにより、特定の個人を識別することができること

となるものを含む。）又は特定の個人を識別することはできないが、公

にすることにより、なお個人の権利利益を害するおそれがあるもの。た

だし、次に掲げる情報を除く。 

ア 法令、条例若しくは規則の規定により又は慣行として公にされ、又は

公にすることが予定されている情報 

イ 人の生命、健康、生活又は財産を保護するため、公にすることが必要

であると認められる情報 

ウ 当該個人が公務員等（国家公務員法（昭和22年法律第120号）第２条

第１項に規定する国家公務員（独立行政法人通則法（平成11年法律第

103号）第２条第４項に規定する行政執行法人の役員及び職員を除

く。）、独立行政法人等（独立行政法人等の保有する情報の公開に関す

る法律（平成13年法律第140号）第２条第１項に規定する独立行政法人
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等をいう。以下同じ。）の役員及び職員、地方公務員法（昭和25年法律

第261号）第２条に規定する地方公務員並びに地方独立行政法人（地方

独立行政法人法（平成15年法律第118号）第２条第１項に規定する地方

独立行政法人をいう。以下同じ。）の役員及び職員をいう。）である場

合において、当該情報がその職務の遂行に係る情報であるときは、当該

情報のうち、当該公務員等の職及び氏名並びに当該職務遂行の内容に係

る部分。ただし、当該公務員等の氏名に係る部分を公にすることによ

り、当該個人の権利利益を害するおそれがある場合は、当該公務員等の

氏名に係る部分を除く。 

(2) 法人その他の団体（国、独立行政法人等、地方公共団体及び地方独立

行政法人を除く。以下この号において「法人等」という。）に関する情

報又は事業を営む個人の当該事業に関する情報であって、次に掲げるも

の。ただし、人の生命、健康、生活又は財産を保護するため、公にする

ことが必要であると認められる情報を除く。 

ア 公にすることにより、当該法人等又は当該個人の権利、競争上の地位

その他正当な利益を害するおそれがあるもの 

イ 実施機関の要請を受けて、公にしないとの条件で任意に提供されたも

のであって、法人等又は個人における通例として公にしないこととされ

ているものその他の当該条件を付することが当該情報の性質、当時の状

況等に照らして合理的であると認められるもの 

(3) 公にすることにより、公共の安全と秩序の維持に支障を及ぼすおそれ

があると実施機関が認めることにつき相当の理由がある情報 

(4) 市の機関、国、独立行政法人等、他の地方公共団体及び地方独立行政

法人の内部又は相互間における審議、検討又は協議に関する情報であっ

て、公にすることにより、率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性

が不当に損なわれるおそれ、不当に市民の間に混乱を生じさせるおそれ

又は特定の者に不当に利益を与え若しくは不利益を及ぼすおそれがある

もの 

(5) 市の機関、国、独立行政法人等、他の地方公共団体又は地方独立行政

法人が行う事務又は事業に関する情報であって、公にすることにより、

次に掲げるおそれその他当該事務又は事業の性質上、当該事務又は事業

の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあるもの 

ア 監査、検査、取締り、試験又は租税の賦課若しくは徴収に係る事務に

関し、正確な事実の把握を困難にするおそれ又は違法若しくは不当な行

為を容易にし、若しくはその発見を困難にするおそれ 

イ 契約、交渉又は争訟に係る事務に関し、国、独立行政法人等、地方公

共団体又は地方独立行政法人の財産上の利益又は当事者としての地位を
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不当に害するおそれ 

ウ 調査研究に係る事務に関し、その公正かつ能率的な遂行を不当に阻害

するおそれ 

エ 人事管理に係る事務に関し、公正かつ円滑な人事の確保に支障を及ぼ

すおそれ 

オ 独立行政法人等、地方公共団体が経営する企業又は地方独立行政法人

に係る事業に関し、その企業経営上の正当な利益を害するおそれ 

(6) 法令又は他の条例の規定により公にすることができないと認められる

情報 

 

（以下、略） 
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1. 基本構想の策定にあたって       

 基本構想策定の背景と目的  

国のスポーツ基本法（平成 23年法律第 78号）では、スポーツは、青少年の健全育成、豊かな

人間性の形成、地域社会の再生、健康で活力に満ちた長寿社会の実現、社会・経済の活力の創造、

国際的な交流・貢献など、国民生活において多面にわたる意義と役割が期待されています。また

スポーツは、つくば市が先導的に取り組んでいる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）※1 において

も重要な鍵となっており、平和への寄与、健康、教育、社会的包摂、女性や若者、個人やコミュ

ニティの強化に寄与するものとされています。 

つくば市は、平成 31 年（2019年）２月、基本理念に「スポーツで“つながる”まち つくば」

を掲げた「つくば市スポーツ推進計画〔中間年度見直し版〕」（以下、「スポーツ推進計画」と

いう。）を策定しました。スポーツを通して人と人、人と地域、文化・社会がつながるまちを将

来像として、様々なスポーツ施策の推進に取り組むとともに、市民が気軽にスポーツを行うこと

のできる環境を充実させるため、地域の実情や市民の意見を反映したスポーツ施設の整備や改

修を行っています。 

また、本市では市町村合併前の施設を引き継いでいることから、小規模な施設を数多く所有し

ています。一方、陸上競技場に関しては、小・中学生の公式記録の取れる陸上記録会や、公認競

技場での実施が条件となる市の競技会が開催可能な市営の施設がなく、これらの記録会や競技

会においては、近隣の自治体などの施設を借用する状況が続いています。 

このような課題を解決するために、「スポーツ推進計画」においても、陸上競技場の整備検討

を重点事項として位置づけ、上郷高校跡地及び筑波地区の小中学校跡地の計 11 校を対象に「陸

上競技場整備に関する学校跡地調査」を実施し、陸上競技場整備の可能性について比較検討を行

いました。 

「（仮称）つくば市陸上競技場整備基本構想」（以下、「本構想」という。）は、つくば市に

ふさわしい陸上競技場の整備について、スポーツに対するニーズを踏まえ、施設の内容と整備水

準、整備上の留意点等を検討した上で、基本的な方向性を示すものです。 

 

 

 

 

※１ Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称であり、2015年に国連
において採択された「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」において示された 17
の目標と 169のターゲットのこと。 
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 基本構想の位置づけ  

本構想は、下図に示すように、「スポーツ推進計画」を上位計画とし、「つくば市未来構想・

第２期つくば市戦略プラン」に基づいた各種計画との連携及び整合性を踏まえ、検討を進めま

す。本構想においては、スポーツ施設としての単一機能だけではなく、地域活性化につながる拠

点、市内の自然・文化関連の既存資源等と連携したスポーツツーリズムへの波及、景観改善、防

災等の多様な機能を持つオープンスペース及び緑化空間等の役割を意識し、「つくば市都市計画

マスタープラン 2015」や「第２次つくば市観光基本計画」、「つくば市緑の基本計画」等につい

て整合性を図るものとします。 

 また、施設の管理運営コストの低減を前提とし、適切なスポーツ環境を整備及び維持するとと

もに、「つくば市公共施設等総合管理計画」にも沿って検討します。 

 

【陸上競技場整備基本構想の上位計画及び各関連計画等】 

 

  

 

※各計画等は、令和３年(2021 年)３月現在のものです。 
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 これまでの経緯  

つくば市は、これまで陸上競技場を含めた複合施設の検討として、「（仮称）つくば市総合運動公

園整備候補地調査」（平成 10 年（1998年）６月）や「（仮称）つくば市総合運動公園基本構想」（平

成 26年（2014年）３月）、「（仮称）つくば市総合運動公園基本計画」（平成 27年（2015年）２月）

を策定しました。その後、「市長公約事業のロードマップ」（平成 29年（2017年）６月）や「スポ

ーツ推進計画」（平成 31 年（2019 年）２月）を踏まえ、「陸上競技場整備に関する学校跡地調査」

（平成 31年（2019年）２月）を実施するとともに、令和元年（2019年）に住民説明を行いました。 

1.3.1 陸上競技場整備に関する学校跡地調査の概要  

（ 1）  調査目的  

  学校跡地の利活用を推進するに当たり、上郷高校跡地及び筑波地区の小中学校跡地である筑波

西中学校、筑波東中学校、菅間小学校、作岡小学校、田水山小学校、筑波小学校、田井小学校、

北条小学校、小田小学校及び山口小学校の計 11 校を対象に、陸上競技場整備の可能性を含む優

位性等を比較検討しました。 

  候補地、公認種類及び規模等の決定を目的とせず、今後、陸上競技場の整備を検討する上での

必要な諸条件について比較検討した結果を基礎資料としてまとめたもので、調査に当たっては、

多様化・高度化が進むスポーツに対するニーズを踏まえるとともに、最新の法規制やバリアフリ

ー化等への対応を検討しました。 

（ 2）  調査の過程と結果  

  【一次調査】 

   検討対象として、小学校、中学校及び高等学校跡地 11 校について、次のような視点により

概略評価し、整備に適した対象地を絞り込みました。 

①大会などの利用に加え、多くの市民が日常的に使いやすい立地（ニーズと活動スタイ
ルへの対応） 

②低コストで効率的な整備が可能であること 

③つくば市の将来像への貢献（周辺の公共施設及び自然環境ネットワーク等との連携に

配慮） 

概略評価の結果から、上郷高校跡地、筑波西中学校跡地及び筑波東中学校跡地の３校を二 

次調査と計画検討の対象としました。 

  【二次調査】 

二次調査では、以下のような視点から３校の候補地について評価を行いました。 

①外部条件（立地、道路など） 

②敷地内及び隣接部の基礎条件（機能の導入のしやすさ、供給処理施設の状況など） 

③関連施策等との関係（上位計画との連携、防災機能など） 

④環境、景観条件（連携資源とのネットワーク、回遊性など） 

⑤コスト（施設整備費用、関連施設整備費用など） 

二次調査の結果から、上郷高校跡地が総合的に高い評価となりました。 

1.3.2 学校跡地調査の結果等に関する住民説明会  

「陸上競技場整備に関する学校跡地調査」の結果及び今後の取り組み等について、令和元年（2019

年）６月 14 日の上郷小学校区区長説明会及び７月５、６日の地元説明会で説明しました。いずれ

の説明会においても、全体的に否定的な意見はありませんでしたが、騒音、道路整備及び駐車場整

備について一部意見がありました。 
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 現状と課題の検討及び整備の必要性  

陸上競技場の基本的方向性、施設内容、規模及び整備水準等の検討に当たり、次の視点に沿っ

て、つくば市の現状と課題等を整理しました。 

まず、将来の人口と年齢構成の変化を把握することで、市の将来的な財政状況を想定し、陸上

競技場の整備及び管理運営に係るコストの考え方を整理しました。 

また、市内の公共スポーツ施設の概況を整理した上で、市民ニーズについて、「スポーツ環境

に関するアンケート調査」（平成 29年（2017年）３月）から陸上競技場整備に係るニーズを把

握するとともに、みるスポーツの普及や環境の整備・充実に係るニーズ、及びスポーツ団体の意

向等を確認し、導入機能、施設整備水準並びに観客席の収容人数等を検討するための参考としま

した。 

さらに、本市における陸上競技場の課題について、公式陸上競技大会が開催可能な市営の施設

が現在はないことから、陸上競技場整備を市の事業に位置付けた「市長公約事業のロードマッ

プ」を作成し、事業の実現を目指していること、「スポーツ推進計画」において、公式記録の取

れる陸上競技場の整備検討が、施策の推進のために取り組む事項として定められていること等を

整理しました。 

 

1.4.1 将来の人口と年齢構成の変化  

つくば市における人口の将来推移について、令和２年（2020年）３月改定の「つくば市未来構

想」では、令和 30年（2048 年）に約 29万人のピークを迎えますが、その後減少に転じることが

示されています。このことにより、人口減少に伴う税収の減少及び高齢化の進行に伴う扶助費の

増加など、歳出が歳入を上回る状況が推測されることから、施設整備費や維持管理費などのコス

ト低減の検討が必要です。 

また、65歳以上の高齢者人口の推移について、市内の高齢化率は全国平均に比べ低いですが、

令和 12年（2030年）には約 25%、令和 22年（2040年）には約 30%と増加する見込みであること

から、高齢者が長く健康に社会で活躍できる環境づくりが重要です。 

さらに、ライフスタイルが多様化し、自由な時間に身近な環境でスポーツを行うことが望まれ

ることを踏まえ、陸上競技以外のスポーツ活動の場所や照明器具等、陸上競技場に導入する施設

設備について検討します。 

そのほか、地域別人口増減数によると、つくば駅を始めとするＴＸ沿線の鉄道駅で人口が増加

する傾向にある一方、周辺部において人口が減少する傾向があります。 
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【年齢別人口の将来推移】 

出典：「つくば市未来構想」（令和２年（2020 年）３月） 

 

【高齢者人口の将来推移】 

出典：「つくば市未来構想」（令和２年（2020 年）３月） 
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【2010 年～2030 年地域別人口増減数】 

出典：「つくば市未来構想」（令和２年（2020 年）３月） 
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1.4.2 市内の公共スポーツ施設の概況  

（ 1）  市内の公共スポーツ施設の設置状況  

市内の公共スポーツ施設数は、市営 55施設、県営５施設、合計 60 施設（施設の大半が、

合併前の旧町村単位で整備されたもの）です。その内訳は、体育館 10 施設、サッカー場６

施設、野球場 14施設、テニスコート 21施設（75面）、その他スポーツ施設９施設です。 

市営の陸上競技場はありません。 

（ 2）  市内の公共スポーツ施設の利用者数  

年間延べ利用者数は、平成 27年度（2015年度）には約 132万人となっており、平成 25年

度（2013年度）から約 5.6%上昇しています。施設別の利用者数について、最も利用が多い

のは「つくばウェルネスパークヘルスプラザ」で、年間延べ利用者数は、約 18万７千人と

なっています。 

体育館の利用者数が全体の約 32%、サッカー場が約９%、野球場が約８%、テニスコートが

約 24%、その他スポーツ施設（ふれあい元気広場、つくばウェルネスパークヘルスプラザ、

健康増進施設いきいきプラザ等）が約 27%となっています。 

（ 3）  市内の公共スポーツ施設の平均稼働率  

体育館（アリーナ部分）は約 72%、サッカー場は約 34%、野球場は約 24%、テニスコートは

約 39%、その他スポーツ施設は約 76%となっています。 

※(1)～(3)は「スポーツ環境に関するアンケート調査」（平成 29 年（2017 年）３月）の結果

を参考としました。 

【市内公共スポーツ施設一覧（合計 60 施設）】 

出典：つくば市「スポーツ環境に関するアンケート調査」（平成 29 年（2017 年）３月） 
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1.4.3 市民ニーズについて  

平成 28年度（2016年度）に実施した「スポーツ環境に関するアンケート調査」から、陸上競

技場整備に係る直接的な市民のニーズを把握するとともに、みるスポーツの普及や環境の整備・

充実に係るニーズを確認しました。併せて、つくば市体育協会（現（一社）つくば市スポーツ協

会）、つくば市ＰＴＡ連絡協議会からの要望や、つくば市陸上競技協会代表者へのヒアリングの

ほか、市内のスポーツチームの意向等を踏まえ、導入機能と施設整備水準、観客席の収容人数等

を検討する参考として整理しました。 

 

（ 1）  「スポーツ環境に関するアンケート調査」（平成 29 年（ 2017 年）３月）   

スポーツ環境の現状、スポーツをすること、スポーツをみること、今後の市内のスポーツ

環境などについての考えや意向を把握するために、市民、施設利用者、市内中高生を対象と

して実施した「スポーツ環境に関するアンケート調査」※２が実施されており、本構想にお

いては、その結果を参考に導入機能と施設整備水準の検討を進めます。 

 

①  今後どの公共スポーツ施設を新たにつくっていくことが必要か  

陸上競技場整備に係る直接的な市民のニーズとして以下の市民アンケート問 35 の結果を

確認すると、「体育館」と回答した方の割合が最も高く 24.7%、次いで「ウォーキングコー

ス」が 21.4%、「多目的広場」が 20.9%となっています。また、「陸上競技場」は 17.3%と

なっています。陸上競技場整備に際し、一体的な機能として導入が想定される「ウォーキ

ングコース」、「多目的広場」及び「サッカー場」を合わせると、高いニーズとなってい

ます。 

市民アンケート問 35：あなたは、今後どの公共スポーツ施設を新たにつくっていく
ことが必要だと思いますか。（主なものを３つまで選択可） 

 



 

9 

②  市民が行っている運動・スポーツ  

するスポーツに係る市民ニーズを把握するために、以下の市民アンケート問 11 及び中高

生アンケート問５の結果を確認すると、市民が行っている運動・スポーツの上位は、「ウ

ォーキング」、「ランニング」となっています。 

 

市民アンケート問 11及び中高生アンケート問５：あなたが、行っている（行ってい
た）運動やスポーツは何ですか。（主なものを３つまで選択可） 

 

 

 

 

③  市内で観戦してみたいスポーツ  

みるスポーツの普及や環境の整備・充実に係る市民ニーズを把握するために、以下の市民

アンケート問 20 及び中高生アンケート問 12 の結果を確認すると、市内で応援してみたいス

ポーツの上位は「サッカー」、「バスケットボール」及び「野球」となっています。自由意

見では、陸上競技場の整備を望む意見もありました。 

 

市民アンケート問 20及び中高生アンケート問 12：あなたが、今後、市内で観戦や応
援をしてみたいスポーツは何ですか。（主なものを３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

※２ 市民アンケートの調査対象者：つくば市在住の 18歳以上の方 5,040 人、回答数 2,148人
中高生アンケートの調査対象者：市内中学校２年生（８年生）約 2,400 人及び市内高等学
校２年生（５年生）約 1,400人、回答数 3,538人 

  

 

 

 

 n=1,539 n=2,585 

【市民】 【中高生】 

【市民】 【中高生】 

                                            

n=2,148 n=3,538 
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④  スポーツ施設の満足度  

スポーツ施設の満足度については、全ての項目で満足している方の割合が高いですが、「備

品」、「付属設備」、「観戦・応援のしやすさ」及び「駐車台数」は、不満と思っている方の

割合が他の項目より高くなっています。   

 

【施設利用者の満足度】 
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（ 2）スポーツ団体の意向等  

①  つくば市体育協会（現（一社）つくば市スポーツ協会）からの要望  

平成 17年（2005年）12月に「つくば市総合体育施設に関する要望について」が提出され、

その後、平成 25年（2013 年）９月及び平成 27年（2015年）１月に「つくば市総合運動公園

整備に関する要望について」等が提出されました。いずれの要望書においても、市民が一堂

に集える総合的な体育施設・公園の整備が要望されました。 

 

②  つくば市ＰＴＡ連絡協議会からの要望  

平成 29 年（2017 年）11 月につくば市ＰＴＡ連絡協議会から提出された「教育環境および

学校施設・整備等に関する要望書」において、小中学校が他施設を借用して陸上競技大会を開

催していることを踏まえ、市内に公認記録が取れる陸上競技場の建設について、桜並木学園

（並木中、並木小、桜南小）、紫峰学園（筑波東中、筑波小、北条小、小田小）及び大穂学園

（要小）から要望がありました。 

 

③  陸上競技団体の意向   

つくば市陸上競技協会代表者へ陸上競技場の整備についてヒアリングを行ったところ、天

然芝整備のインフィールドや 5,000 人規模の観客席を備え、茨城県大会規模が開催できる第

３種公認の陸上競技場を整備してほしいとの意見がありました。また、陸上競技場のほか、

200m程度のサブトラック、ウォーミングアップに使える多目的広場、1.5～2.0㎞のジョギン

グコース、陸上競技場周辺の緑地帯、雨天時に利用できる体育館及び屋内の研修施設・宿泊施

設等の希望がありました。 

さらに、現在、筑波大学を会場として実施しているつくば陸上競技選手権大会において、参

加者約 2,000人で、500 台規模の駐車場が必要であるほか、つくばマラソンのスタート又はゴ

ール地点となる主会場がほしいとの意向を確認しました。 

 

④  地域のスポーツ団体の意向  

地域に根差したスポーツチームとして、市内に本拠地を置く「つくばＦＣ」があります。男

子のトップチームは関東サッカーリーグ１部に在籍し、Ｊリーグ参入を目指しています。現

在、ＪＦＡ公認のロングパイル人工芝が敷設された「セキショウ・チャレンジスタジアム」

をホームスタジアムとしていますが、ＪＦⅬに昇格した場合に必要となる天然芝整備及び観

客席数の要件を満たしていないことから、将来的にＪＦⅬの基準に対応した施設も視野に入

れてほしいとの意向を確認しました。 
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1.4.4 つくば市における陸上競技場の課題  

つくば市における陸上競技場の課題について、陸上競技大会等の開催状況や「市長公約事業の

ロードマップ」及び「スポーツ推進計画」を整理しました。 

 

（ 1）  つくば市の陸上競技大会等の開催状況  

市内には、筑波大学に第３種公認陸上競技場はありますが、市営の陸上競技場は整備され

ていません。 

こうした状況の中、小学校の陸上記録会は、働き方改革による教員の負担軽減のための行

事削減に伴い、令和元年度（2019年度）から学園ごとに開催していますが、それ以前は筑波

大学の陸上競技場を借用し、北部と南部に分けて開催していました。中学校の全国大会まで

つながる中学校体育連盟主催の大会については、市の大会から公認競技場での大会実施が条

件となるため、石岡市など他自治体の陸上競技場を借用して大会を開催していますが、移動

時間が長く、選手のコンディションなどに課題があります。 

また、本市が主催で毎年 11月に開催している参加者約 2,000人のつくば陸上競技選手権大

会は、筑波大学の陸上競技場を借用しています。 

 

（ 2）  「市長公約事業のロードマップ」  

「市長公約事業のロードマップ」では、「小中学生の陸上競技大会を市内で開催でき

るよう、公式記録が取れる陸上競技場の整備を検討する（2016-2020）」とされ、また、

「公式記録の取れる陸上競技場の整備について、その在り方や計画地の選定を行い、事

業の必要性や妥当性等に関する大規模事業評価を経た上で、施設整備を行う（2020-

2024）」として市の事業に位置付け、事業の実現を目指しています。 

 

（ 3）  「スポーツ推進計画」  

「スポーツ推進計画」の「施策⑧ スポーツ施設及び関連する公共空間の整備及び維持管

理」において、陸上競技場の整備検討が明示され、この施策の推進のために取り組む事項と

して、「小学校及び中学校では、公式の陸上競技大会を開催するための施設がないことか

ら、大会を開催するために近隣の自治体等の施設を借用する問題状況が続いており、このよ

うな状況を改善するために公式記録のとれる陸上競技場の整備を検討する。」とされていま

す。 

 

 

1.4.5 陸上競技場整備の必要性  

市内に公式記録の取れる陸上競技場がなく、他自治体などの施設を借用していることや、市内

スポーツ団体の意向等を踏まえると、陸上競技場の整備が必要と考えます。加えて、アンケート

調査の結果などから、ウォーキングコース、多目的広場などの市民ニーズが高く、陸上競技場の

整備に併せて検討すべきと考えます。 
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2. 基本方針  

「将来の人口と年齢構成の変化」、「市内の公共スポーツ施設の概況」、「市民ニーズ」及び

「つくば市における陸上競技場の課題」等、つくば市のスポーツにおける現状と課題を整理し、

つくば市の陸上競技場の目指すべき方向性について検討した結果、以下のように整備に向けた基

本的な考え方や整備内容と整備水準、整備上の留意点等を設定しました。 

 整備に向けた基本的な考え方  

 

 

 

 

 

 

 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⚫ 将来の人口減少を見据えた適切な施設整備を意識し、既存施設の有効活用をはじめとする施設
整備とコスト低減が前提 

⚫ サブトラックとして活用できるウォームアップ空間・雨天時にも活用できる空間の確保 

⚫ ウォーキングに代表される健康の維持増進に対応した空間や日常的な軽い運動やトレーニング
空間の充実 

⚫ 多様化するライフスタイルに対応し、いつでも気軽に利用でき、スポーツに親しめる環境づく
り（夜間照明施設の設置等）と自由度の高い管理運営を想定した施設計画（収益施設の併設
等、民間ノウハウ活用） 

⚫ 上記と連携した多様な「スポーツプログラム」の提供、参加型イベントや教室等の開催、情報
提供の充実、ビジネスパーソン、女性及び障害者等これまでスポーツに関わってこなかった人
の誘引・スポーツ実施率向上につながる整備 

【整備上の配慮事項】 

⚫ 小中学生の公式記録が取れるとともに、つくば陸上競技選手権大会に含まれる投てき種目も実
施できる施設整備 

⚫ ＳＤＧｓの基本理念を取り入れ、障害者、高齢者、子どもたちなど市民の誰もが、安全・安心
に利用できる施設整備（健常者と障害者が一体で利用できる環境づくり） 

市内の小中学生の公式陸上記録会・競技会及び
つくば陸上競技選手権大会開催が可能であり、
障害者や高齢者等誰もが利用できる施設 

【基本的役割】 

⚫ 地域の交流拠点として、多世代が気軽に利用できるスペースを提供するための対応 

⚫ 災害に備えた施設整備（広域避難場所／物資輸送の中継地点等の役割を想定） 

⚫ 地域交流の場 

【付随的役割】 防災機能を備えた地域活性化拠点 

⚫ 市内の既存公共スポーツ施設に加え、体育館、公園緑地及び河川等との連携を意識したネット
ワークの拠点として整備 

⚫ スポーツに加え、多様な集客イベント等が開催可能な環境整備 

⚫ スポーツツーリズムへの波及を考慮 

⚫ 避難・輸送を考慮した複数の入口とスムーズでゆとりある動線の確保（バリアフリーにも配
慮） 

⚫ 周辺地域との一体的な景観形成など環境に配慮した空間づくり 

⚫ 科学技術の実証実験の場など「つくばらしさ」の追求 

【整備上の配慮事項】 
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 整備内容と水準／整備上の留意点等  
 

整備の内容 検討経緯・留意点等 

運
動
施
設 

陸上 

競技場 

⚫ 400mトラック１面（全天候

舗装８レーン） 

⚫ インフィールドは天然芝（サ

ッカー等の多目的な球技の利

用を想定） 

⚫ 雨天走路（テント掛け） 

【全天候舗装とした理由】 

①大会や雨天時の利用、降雨直後の利用を考慮

②障害のある方の使いやすさを考慮③市内中学

生の大会が他市の全天候舗装の施設で行われる

ことから、同様の環境を考慮 

【天然芝とした理由】 

①つくば陸上競技選手権大会に投てき種目があ

り、やり投げに対応（第４種公認以上の公認に

必要な「投てき対応人工芝」と比べてライフサ

イクルコストが割安）②つくば市は日本一の芝

の産地でつくばらしさにつながること等を考慮 

【雨天走路を確保した理由】 

第３種・第４種公認では「無くても可」の施設

であるが、「ウォームアップ空間」や「雨天時

の活動空間」等の利用活性化を重視 

【第４種公認（第３種相当整備）とする理由】 

①コストをできる限り抑える（必備用器具の差

約 2,400 万円）②市の想定する中学生の大会及

びつくば陸上競技選手権大会、障害者の大会な

ど、第３種公認と同規模の大会開催が可能なこ

と③必要に応じ、将来的に第３種公認にも容易

に対応可能となる整備をすることができること

等を考慮 

第４種公認（第３種相当整

備） 

用器具・ 

備品等 
第４種公認に必要な用器具 

【用器具の内容・数量】 

公認に必要な最低限を確保 

観客席 ⚫ メインスタンド 1,500席 

⚫ 芝生スタンド  2,500席 

【メインスタンドの客席数の設定】 

市内中学の陸上競技大会時の同時来場者数に対

応する規模確保 

【芝生スタンドの設定】 

①低コスト化を見据え、つくば市らしく芝を主

体とする整備を重視②芝生を活用したスタンド

とすることで柔軟な利活用を促す。（観客席に

おけるフィジカルディスタンスを十分に確保し

やすくすることで、新型コロナウイルス感染症

にも対応）③必要があれば大会等開催時には適

切な席数を仮設対応可能とする。 

管理棟 

⚫ 管理事務スペース（受付・医

務室等を含む） 

⚫ 本部室、放送記録室、審判控

室、多目的室、会議室、控室 

⚫ トイレ（男・女・多機能）／

更衣室・シャワー室 

【施設の規模・配置】 

①必要最低限の施設面積とする。特別室等は、

必要時のみ仮設対応可能とする。②敷地形状・

規模に合わせて分散・多棟化も含め、柔軟な施

設配置を検討するとともに、施設の多機能化を

考慮 

【更衣室・シャワー室】 

第４種公認では「無くても可」の設備である

が、利用者の利便性や快適性を考慮 

運 動 器 具

倉庫 

第３種公認相当の用器具・備

品の格納スペースを確保 

【運動器具倉庫の規模】 

将来的に多様な大会の開催を可能とするための

スペースを確保する。 
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整備の内容 検討経緯・留意点等 

園
地 

園路広場 

・ 

休憩空間 

⚫ 修景・休養・緑陰空間／遊戯

空間／多目的広場 

⚫ 入口・拠点広場／外周散策

路・ジョギングコース 

① 園地は、サブトラックとして利用できるウォー

ムアップ空間として利用するとともに、日常の

憩い空間としての利用に配慮した整備 

② 敷地全体を一周できるコースを確保するととも

に、魅力的な散策空間となるよう、線形や園路

周辺の四季の景観変化に配慮 

便
益
施
設 

防災機能 防災担当部署と調整して規

模・内容を検討（避難場所） 
日常的な利用だけでなく、災害時の避難場所と

しての活用を想定し、屋外トイレの配置を考慮 
屋外 

トイレ 

災害対応も考慮した男・女・

多機能の各施設 

夜間照明 

・ 

電気設備 

いつでも気軽に利用できスポ

ーツに親しめる施設として、

夜間の利用に必要な照度を確

保 

【夜間照明】 

夜間帯の利用を促すために、一般利用に必要な

照度を常設確保 

 

【電気設備】 

イベント時等の仮設を考慮した整備 

駐車場・ 

駐輪場 

⚫ 普通車用 400～500台程度 

（バス 33台分に転用できる

83区画及び身体障害者用 10

台程度を含む） 

⚫ 駐輪場 100台程度 

利用者が少ない平常時の駐車場の扱いを考慮し、

駐車場面積の 1/3程度を芝生等とすることで、平

常時には多目的広場として利用できるように整

備 

附
帯
施
設 

セ ミ ナ ー

ハウス等 

⚫ 会議室・研修室等 

⚫ 地元企業との連携による物販

施設も検討 

⚫ 地域交流の場 

⚫ 避難所、備蓄倉庫 

① スポーツ以外の利用や地域活性化のため多様な

機能を確保 

② 災害時の避難所としての活用を想定した整備 

詳細は今後、防災担当部署と協議・検討 

 

※バリアフリー対応：「つくば市ユニバーサルデザイン基本方針」（平成 18年（2016年））及び

「茨城県ひとにやさしいまちづくり条例」（平成８年茨城県条例第 10 号）に配慮した整備 
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 必要敷地面積の算出  

2.3.1 陸上競技場：【第４種公認（第３種相当整備）】に必要な各種施設の規模  

前述の整備内容を踏まえて、附帯施設を含めた全体の敷地面積を整理しました。 

（ 1）  運動施設・競技場本体  

第４種公認（第３種相当整備）施設のモデルプランは下図に示すとおりです。このうち競
技場本体に必要な最低限の敷地を抜き出すと、約 180×120mの範囲で、面積としては約２㏊
となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最低限確保

すべき敷地

部分 

候補地の規模

及び形状に応

じて適宜変形

又は省略を検

討する部分 

180m 

120m 

19,709 ㎡ 
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（ 2）運動施設・スタンド・観客席・管理棟・備品庫  

 競技場外周部には、メインスタンド（管理棟を含む）・芝生スタンド・倉庫等を配置し

ます。ただし、この部分については候補地の敷地規模及び形状に応じて変形又は縮小する

ことも可能です。これらは下記の規模の面積が必要とされることから、競技場本体と合わ

せて「運動施設」面積の合計は、2.3～2.4㏊程度と想定されます。 

【観客席】 

➢ メインスタンドは 0.6m×1.2m×1,500席≒1,100㎡ 
➢ 芝生スタンドは一般に 0.6～1.0㎡/席程度の単位規模とされることから、 

2,500席×0.6～1.0ｍ２≒1,500～2,500㎡が必要となります。 

【管理棟】 

➢ 300～500 ㎡程度と想定され、メインスタンドの構造によっては、その下部に収

めることも可能な規模です。 

【用器具・備品庫】 

➢ 第３種公認に必要な用器具・備品を収める倉庫の参考面積は、 
192㎡×２箇所＝384㎡です。 

（ 3）園地  

候補地の規模や敷地形状に応じて運動施設周辺には、「サブトラックとして利用できるウ

ォームアップ空間」となる多目的広場を配置するほか、競技者以外の一般利用者もくつろげ

る休憩・散策・緑陰空間等の快適な日常利用環境を整備するため、1.0～1.2haが必要となり

ます。 

（ 4）便益施設  

市内の小中学生の公式陸上記録会・競技会開催時の参加者、大会関係者及び応援・観客者

数に対応できる駐車台数として 400～500台分（バス駐車に転用可能な区画及び身障者用 10

台程度を含む）を確保すると、1.0～1.25㏊（25㎡/台）が必要となります。 

大会開催時の最大同時来場者数を 1,600 人程度と想定し、「つくば市スポーツ環境に関す
るアンケート調査」（平成 29年（2017年）３月）で示された交通手段分担率（自家用車分担
率：82.7％）、１台当たり 2.5人乗車として必要台数を算定し、その７割に対応すると約 370
台が必要となります。さらに、バス用区画については、大会時に必要と想定される 33台分を
普通自動車用区画 83台分で転用できるように確保します。以上から、合計で 370＋83＝453台

分が必要となります。 

（ 5）附帯施設  

セミナーハウス等を整備する敷地として、建物周辺の修景休養園地・緑地等を含めて 0.5～
1.0㏊を想定します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

18 

 

2.3.2 集計  

以上を合計すると、整備に必要な敷地規模は次のとおりです。 

施設の種別等 面積 

運動施設 

【競技場本体】 2.0ha 

2.33～2.45ha 

【管理棟・観客席（メインスタン

ド）】 
1,400～1,600㎡ 

【観客席（芝生スタンド）】 1,500～2,500㎡ 

【用器具・備品庫】 384㎡ 

園地 
【ウォームアップ空間 
／修景・休養・緑陰空間】 

1.0～1.2ha 2.0～2.45ha 

（駐車場と合わせて
運動施設と同程度の
規模を確保） 

便益施設 【駐車場】 1.0～1.25ha 

附帯施設 セミナーハウス等 0.5～1.0ha 

合計 4.83～5.9ha 
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3. 候補地の比較検討  

 候補地の抽出  

「2.2整備内容と水準／整備上の留意点等」の整備に必要な敷地規模について、過年度に検討を

行った上郷高校跡地(敷地規模約 7.0ha)と、高エネ研南側未利用地（全体面積の約 45.6haの内、上

郷高校跡地と同程度の約 7.0ha を陸上競技場整備敷地として活用することを想定）の２箇所を活用

可能な候補地としました。 

なお、評価に当たっては、「基本条件」、「コスト」、「事業進捗の速度」、「敷地内及び隣接

部の条件」、「関連施策等との関係」及び「環境・景観条件」について評価項目を設定しました。 

3.1.1 各候補地の概要  

（ 1）  上郷高校跡地  

⚫ 北側敷地 約 3.1ha ＋ 南側敷地 約 3.9ha＝約 7.0ha 

項目 内容 

所在地 つくば市上郷 2494番地３ 

敷地面積 70,089.30 ㎡ 

地目 学校用地 

現況 校舎、附属施設の敷地及び運動場 

区域区分 市街化調整区域 

建築制限 建蔽率 60％／容積率 200％ 

交通 
アクセス 

⚫ つくばエクスプレス研究学園駅から約 8.0km 

⚫ つくばエクスプレス万博記念公園駅から約 6.9km 
⚫ 関鉄パープルバス：「上郷大宿」からつくばセンターまで約 30分 
⚫ つくバス：上郷シャトル「手子生」から研究学園駅まで約 25分 

／西部シャトル「上郷台宿」から万博記念公園駅まで約 30分 
⚫ 圏央道常総ＩＣから約 5.8km 
⚫ 圏央道(仮称)つくばスマートＩＣ(2022年以降供用開始予定)から約 6.2km 

上水道 ⚫ 整備中 

下水道 ⚫ 整備済 

 

  

🄫DigitalGlobe 

配置イメージ 
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（ 2）  高エネ研南側未利用地  

 

 

 

項目 内容 

所在地 つくば市大穂２番１ほか 37筆 

敷地面積 455,754.03 ㎡ 

地目 宅地 

現況 山林 

区域区分 市街化区域 

地域地区 
用途地域：第二種住居地域 

特別用途地区：第二種文教地区 

建築制限 建蔽率 60％／容積率 200％ 

交通 
アクセス 

⚫ つくばエクスプレスつくば駅から約 8.0km 
⚫ 関鉄バス／関鉄パープルバス：「いちはら病院」からつくばセンターまで

約 20分 
⚫ つくバス：北部シャトル「大穂窓口センター」からつくばセンターまで約

30分 
／吉沼シャトル「大穂窓口センター」から研究学園駅まで約 35分 
／小田シャトル「大穂窓口センター」からつくばセンターまで約 60分 

⚫ 常磐道土浦北ＩＣから約 12.0km 
⚫ 圏央道つくば中央ＩＣから約 11.0km 

上水道 上水道給水区域に位置付け有り ※敷地内は未整備 

下水道 公共下水道事業計画に位置付け有り ※敷地内は未整備 

配置イメージ 

🄫DigitalGlobe 
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 比較評価  

２つの候補地について、以下の表に示したような視点から比較評価を行いました。 

（ 1）  基本条件  

 

評価項目 上郷高校跡地 高エネ研南側未利用地 

①立地 

市内全域からの

アクセス性（自

家用車での到達

時間） 

⚫ 平均時速 40km/h で自家用車利用

を想定すると、20分圏内に市内の

大部分を収められる。 

⚫ 平均時速 40km/h で自家用車利用

を想定すると、20分圏内に市内の

大部分を収められる。 

公共交通機関

（鉄道・路線バ

ス・つくバス

等）とのネット

ワーク 

⚫ つくばエクスプレス研究学園駅

から約 8.0km 

⚫ 万博記念公園駅から約 6.9km 

⚫ 関鉄パープルバス：「上郷大宿」

からつくばセンターまで約 30分 

⚫ つくバス：上郷シャトル「手子生」

から研究学園駅まで約 25分 

／西部シャトル「上郷台宿」から

万博記念公園駅まで約 30分 

⚫ つくばエクスプレスつくば駅か

ら約 8.0km 

⚫ 関鉄バス／関鉄パープルバス：

「いちはら病院」からつくばセン

ターまで約 20分 

⚫ つくバス：北部シャトル「大穂窓

口センター」からつくばセンター

まで約 30分 

／吉沼シャトル「大穂窓口センタ

ー」から研究学園駅まで約 35分 

／小田シャトル「大穂窓口センタ

ー」からつくばセンターまで約 60

分 

②イン 

フラ 

状況 

上水道・下水道

の整備状況と活

用のしやすさ 

⚫ 上水道は整備中である。 

⚫ 下水道は整備済である。 

⚫ 上水道は未整備だが、上水道給水

区域に位置付けされている。 

⚫ 下水道は未整備だが、公共下水道

事業計画に位置付けされている。 

③道路 

状況 

周辺の道路状況

（近接する幹線

道路と入口の位

置関係、アプロ

ーチ道路の配

置、幅員）、高

速道路のアクセ

ス 

⚫ メインアプローチ道路と想定さ

れる敷地東側に近接する道路は、

幅員にゆとりがある。 

⚫ 近接する幹線道路との接続部が

狭い。 

⚫ 圏央道の常総ＩＣから約 5.8km、

（仮称）つくばスマートＩＣから

約 6.2km（令和４年（2022年）以

降供用開始予定） 

⚫ 片側２車線の学園東大通りと面

している。 

⚫ 幹線道路から直接進入する既存

道路をメインアプローチとして

活用可能 

⚫ わかりやすくアクセス性は高い。 

⚫ 常磐道の土浦北ＩＣから約 12km、

圏央道のつくば中央ＩＣから約

11km 
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（ 2）  コスト  

（ 3）  事業進捗の速度  

評価項目 上郷高校跡地 高エネ研南側未利用地 

①土地 

取得 

費用 

敷地購入に係

る費用 

⚫ 既に取得済みであるため、購入費

用は不要 

⚫ 土地開発公社に対して土地購入

費用を支払う必要がある。 

（購入代金＋これまでの利子分

を合わせて 45.6ha の全体の土地

価格が約 68 億円であることか

ら、本施設整備面積（約 7.0ha）

で按分すると約 10億５千万円) 

②基盤 

整備 

費用 

整地、造成 

 

雨水排水施

設、汚水排水

施設、インフ

ラ（電気、ガ

ス等）の整備

費用 

 

道路拡幅 

⚫ 既存建物の解体費用は必須だが、

更地のため、整地、造成は容易 

⚫ 既存施設を活用可能で、インフラ

に係る大きな整備費用は掛からな

い。 

⚫ 敷地内へのアクセス道路は一部拡

幅が必要 

⚫ 既存樹林の伐採・伐根費用が掛か

る。 

⚫ インフラ引き込み等の基盤整備

に係る費用を要する。 

(参考価格：45.6haの全体の基

盤整備費概算が約 49億円とされ

ており、本施設整備面積（約

7.0ha）で按分すると約７億５千

万円「平成 30年度 高エネ研南

側都市計画変更検討調査」報告

書より) 

⚫ 陸上競技場へのアクセス道路で、

一部拡幅が必要 

③関連 

附帯 

整備 

費用 

セミナーハウ

ス等の整備 

⚫ 教室棟、体育館棟は改修により活

用の可能性が見込まれるが、老朽

化も進んでいるため利用可能な形

態の精査は必要であり、その場合

はコストがかかる。 

⚫ セミナーハウス等の附帯施設に

ついては、すべての施設整備を新

たに比較検討するところからス

タートする必要があり、設計費用

も含めてコストが掛かる。 

評価項目 上郷高校跡地 高エネ研南側未利用地 

①基盤 

整備 

整地、造成 

 

雨水排水施

設、汚水排水

施設、インフ

ラ（電気・ガ

ス等）の基盤

整備に係る期

間 

⚫ 既存のインフラ関連施設が活用で

き、大規模な造成も不要なため、短

期間で整備が進められる。 

⚫ 一部既存施設等の撤去期間が必要 

⚫ 既存樹林の伐採・伐根、整地が必

要なため、本体工事の前に時間が

掛かる。 

⚫ 雨水排水調整池の整備／インフ

ラ引き込み等の基盤整備が必要

なために、全体敷地の中の施設整

備用地の設定調整及び計画・設計

検討期間も含めると、整備完了ま

でに数年程度の期間が想定され

る。 

②施設 

整備 
施設整備に係

る期間 

⚫ 施設整備について、基盤整備が短

期間で完了するため、早く整備が

進められる。 

⚫ セミナーハウス等の附帯施設を建

設する場合、既存建物（旧校舎）を

活用できるため、短期間で整備で

きる可能性が高い。 

⚫ 全て一から新設する必要がある

ため、計画・設計は、基盤整備と

並行して進められるが、施設整備

は、基盤整備完了後のスタートと

なるため、全ての施設整備完了ま

でに基盤整備の計画検討開始か

ら数年程度の期間が見込まれる。 

⚫ 都市計画法上の用途制限に適合

させるため、法手続き等の期間が

必要 
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（ 4）  敷地内及び隣接部の条件  

評価項目 上郷高校跡地 高エネ研南側未利用地 

① 基 本 と

な る 機

能 の 導

入 し や

すさ 

地形・敷地の

規模と形状：

400mトラック

（第４種公認

（第３種相当

整備）の規

模）の配置の

可否 

 

附帯施設・空

間の確保しや

すさ（敷地の

余裕） 

 

附帯施設等の

配置しやすさ

（アプロー

チ、駐車場と

の関係・動線

のスムーズ

さ） 

 

確保可能な駐

車場の規模 

⚫ 校舎の取り壊しを行わずに、北側

敷地にトラックの配置が可能 

⚫ 敷地内に 400～500台の駐車場の確

保が可能 

⚫ 現時点で 45.6ha の一部を利用す

ることから、敷地の設定に関して

自由度が高く、主競技場や附帯施

設等の配置が容易 

⚫ 敷地内に 400～500 台の駐車場の

確保が可能 

⚫ 恒常的な風の軽減策として、既存

林の活用等が考えられる。 

② 日 常 利

用、大会

等 の ス

ム ー ズ

な開催 

臨時駐車場の

確保しやすさ

（隣接敷地の

活用を含む） 

⚫ イベント時の臨時駐車場として、

上郷小学校などを活用することが

可能となる。 

⚫ イベント時等に限定した臨時駐車

場として、活用する用地の確保は

困難である。 

大会時等の交

通渋滞の影響

について 

⚫ 施設アクセスに利用する交差点か

ら駐車場までの距離が十分とれ、

この道路沿いのほとんどが農地で

あるため、渋滞による周辺生活環

境への悪影響は少ないと考えられ

る。 

⚫ 主なアクセス道路は片側２車線の

学園東大通りであることから、大

会時の渋滞による影響は少ないと

考えられる。 

周辺地域への

騒音、光害等

の影響 

⚫ 敷地北東及び南西側に民家が点在

するため、ハードソフト両面で騒

音、光害等に係る配慮が必要とな

る。 

⚫ 距離はやや離れているが、敷地南

側には住宅地が立地することか

ら、騒音、光害等に係る配慮が必

要となる。 
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（ 5）  関連施策等との関係  

評価項目 上郷高校跡地 高エネ研南側未利用地 

① 上 位 計

画 と の

整合性・

ま ち づ

く り と

の 連 携

等 

つくば市未来

構想や都市計

画マスタープ

ランとの整合

性 

⚫ 「つくば市未来構想」では保有資

産の有効活用が取り上げられてい

る。 

⚫ 「都市計画マスタープラン」では、

豊里コミュニティとして設定さ

れ、上郷高校跡地の活用方策の検

討が取り上げられている。 

⚫ 「つくば市未来構想」では保有資

産の有効活用が取り上げられてい

る。 

⚫ 「都市計画マスタープラン」では、

大穂コミュニティとして設定さ

れ、高エネ研南側未利用地の土地

利用方策の検討が取り上げられて

いる。 

周辺市街地活

性化施策 

（Ｒ８）との

連携／地域コ

ミュニティの

活性化 

⚫ 上郷市街地と近く、周辺地域と連

携して地域活性化が期待される。 

⚫ 陸上競技場整備とともに、南側敷

地の校舎を改修し活用すること

で、地域活動の拠点となる。 

⚫ 既成市街地や住宅地からやや離れ

ているため、コミュニティ活動の

拠点としての役割を担うのは難し

い。 

② 地 域 防

災 計 画

（ 防 災

関 連 機

能） 

 

避難場所や物

資輸送の中継

地点としての

機能（敷地形

状・入口のわ

かりやすさ・

アクセス性） 

⚫ 周辺の広域避難場所や物資輸送の

中継地点としての機能を担う上

で、位置・形状等は問題ない。 

⚫ 避難圏域となる住民にとって、入

口のわかりやすさ・アクセス性は

ほぼ問題ない。 

⚫ 周辺の広域避難場所や物資輸送の

中継地点としての機能を担う上

で、位置・形状等は問題ない。 

⚫ 避難圏域となる住民にとって、入

口のわかりやすさ・アクセス性に

優れている。 

敷地の安全性

（揺れやす

さ、洪水の危

険度） 

⚫ 揺れやすさマップで震度６強のエ

リアである。 

⚫ 洪水ハザードマップでは、洪水に

よる浸水の恐れはないエリアであ

る。 

⚫ 揺れやすさマップで震度６強のエ

リアである。 

⚫ 洪水ハザードマップでは、洪水に

よる浸水の恐れはないエリアであ

る。 

（ 6）  環境・景観条件  

評価項目 上郷高校跡地 高エネ研南側未利用地 

① 想 定 さ

れ る 連

携 資 源

と の ネ

ッ ト ワ

ーク・回

遊性 

周辺関連施設・

連携活動資源

の存在 

⚫ 敷地北側の２～３ｋｍ圏内には、

野球場のある大崎公園、テニスコ

ートのある台山公園が立地してい

る。 

⚫ 敷地北側約２ｋｍにつくばウェル

ネスパークが、敷地の南１ｋｍ以

内に大穂体育館が位置し、これら

の施設との連携が想定される。 

自然環境ネッ

トワーク等と

の連携／都市

観光拠点とし

ての可能性等 

⚫ 自然豊かな場所に立地している。 

⚫ 敷地の北西１ｋｍ圏内に上郷ジオ

サイト川口公園（小貝川の恵まれ

た自然環境を生かした水辺公園）

が立地している。 

⚫ 距離はやや離れているが、筑波山

やつくばりんりんロードと連携し

て多様な活動展開が考えられる。 

 整備候補地の選定  

 

「3.2比較評価」の結果、「コスト」「事業進捗の速度」の面で優れ、着実に整備をすすめるべ

きという観点から、上郷高校跡地を整備候補地として採用しました。
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上郷高校跡地 

 

4. 整備候補地の配置計画  

 整備候補地（上郷高校跡地）の現況と分析  

 整備候補地である上郷高校跡地について、都市計画等での位置づけ、環境・景観及び周辺状況を

整理しました。 

4.1.1 都市計画上の位置づけ／環境・景観条件等  

（ 1）  整備候補地が立地するエリアのコミュニティプラン：「つくば市都市計画

マスタープラン 2015」  

「つくば市都市計画マスタープラン 2015」では８つの地域コミュニティプランを定めており、

上郷高校跡地は豊里コミュニティプランとして設定され、上郷高校跡地の活用方策の検討が取

り上げられています。 

 

【コミュニティプラン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊里コミュニティは、河川や広大な農地、広く点在する平地林や伝統的集落等を有しています。 

市街地としては、上郷地区に既成市街地が形成されているとともに、住宅地と研究団地が土地区画整

理事業により一体的に整備された東光台研究団地、工業団地であるテクノパーク豊里、市街化調整区域

の大規模開発による住宅団地であるつくば豊里の杜が整備されています。 

 

◆ 伝統的集落とその背後に広がる広大な優

良農地が織りなす田園景観の保全 

◆ 上郷地区の居住環境の保全と地域生活拠

点の強化、県道赤浜谷田部線のバイパス整備

による交通アクセス強化 

◆ 上郷高校跡地の活用方策の検討 

◆ 東光台研究団地での居住環境と研究所等

が調和した都市環境の向上 

◆ つくば豊里の杜での自然環境と調和した

良質な居住環境の形成及び維持・保全 

◆ 豊かな田園景観を形成する農地、斜面林、

平地林の維持・保全・活用 

◆ 自然・緑とふれあえる拠点となるゆかりの森

の保全・活用 

◆ 小貝川の水辺を保全・活用した親水空間形

成の検討 

◆ つくばテクノパーク豊里の景観形成と緑地

保全、公共交通の利便性の確保 

◆ 都市計画道路西平塚高野線（県道土浦境

線）、都市計画道路真瀬今鹿島線（県道つくば

真岡線）の整備促進、県道赤浜谷田部線の機能

強化検討 

豊里コミュニティプラン 
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（ 2）  防災関連の条件  

 上郷高校跡地の状況を防災の観点から整理しました。 

①  洪水ハザードマップ  

指定避難所などの防災関係施設のほか、洪水浸水想定区域などの災害発生リスクの高い区

域を地図に示したつくば市総合防災ガイド・マップ、つくば市総合防災ブックにより、上郷

高校跡地の状況を確認すると、隣接する小貝川の洪水に対し、浸水の恐れがない安全な区域

であることがわかります。 

 

【洪水ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  地震防災：揺れやすさマップと地域の危険度マップ  

想定する地震が発生した場合の震度分布を示すつくば市揺れやすさマップにより上郷高校

跡地を確認すると、想定地震に対し震度６強となるエリアとなっています。この震度６強に

おいては、人は立っていることができず、這わないと動くことができません。また、木造建

物のうち、耐震性の低い住宅では、倒壊するものが多く、耐震性の高い住宅でも壁や柱がか

なり破損するものがあるとされているほか、鉄筋コンクリート造建物のうち、耐震性の低い

建物では倒壊するものがあり、耐震性の高い建物でも、壁や柱が破損するものがあります。 

 次に、地震が発生した場合の危険度を示す地域の危険度マップで上郷高校跡地周辺の状況

を確認すると、建物全壊率７～10%の危険度３のエリアとなっています。また、周辺は農地が

広がっており、危険度の高い分布はまばらです。  

上郷高校跡地 
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【揺れやすさマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の危険度マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上郷高校跡地 

 

上郷高校跡地 
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4.1.2 敷地及び周辺の条件  

（ 1）  土地利用状況等  

整備候補地は、上郷地区の中心市街地から約 1km南に位置し、周辺は西側に上郷小学校や保育所、幼稚園、東側に児童館が隣接しており、既存集落や農地に囲まれています。敷地は平坦で、中央に市道３

-2189号線が通り、北側には、高校として使用されていた当時の野球場、南側に校舎や体育館等が残されています。 

 

 

 

🄫Google 



 

29 

 

  

（ 2）  敷地内の現況  

①  既存施設と現況利用状況  

整備候補地は、平成 23 年（2011 年）３月に閉校するまで県立上郷高校として 80 年以上使用されていたため、下図に示したとおり既存建物が多く残されています。既存建物の中には、改修等により活

用できる施設もあることから、附帯施設として可能な限り活用を検討していきます。 

 
<既存建物の耐震対応表> 

施設 耐震 

校舎 ○ 

新体育館 × 

旧体育館 × 

北側グラウンド 

附帯施設 

× 
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②  地形、植生等の自然環境、既存施設の現況等  

良好な既存樹木（大木・景観木）などの特徴的なランドマ

ークは右図のような状況であり、かつての学校の面影を残す

ものとして、施設整備の際に次の保全を検討します。 

➢ 北側敷地：西側境界部の桜並木、東側境界部と南側境界部の

イチョウ並木、南側境界部のヒマラヤスギ 

➢ 南側敷地：北側境界部のアオギリ、北東角部のイチョウ、南
部のソメイヨシノ 

 

 

ソメイヨシノ 

イチョウ 

ヒマラヤスギ 

イチョウ 

アオギリ 

イチョウ 

ソメイヨシノ 

🄫Google 
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（ 3）  周辺の道路状況等  

幹線道路と主入口の位置関係とアプローチ道路の位置（敷地形状・入口のわかりやすさ・ア

クセス性）は、次のアプローチ動線図に示したとおりです。 

市街地及び主要道路からのわかりやすいアクセスは、下図のように東側からの主アプローチ

動線となり、幅員は約８m～10mです。また、北側からの副アプローチ動線-１は、幅員が約５m

とやや狭いところがありますが、副アプローチ動線-２などからもアプローチすることができ

ます。 

一部入口付近等道路幅員が狭い箇所があることから、アクセス性の向上や安全を考慮すると

周辺道路の拡幅も検討する必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：つくば市の都市計画情報の公式ＨＰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上郷高校跡地 

副アプローチ動線－２
１ 

副アプローチ動線-１ 

主アプローチ動線 

アグリロード 

上郷高校跡地 

 

【周辺図】 

【アプローチ動線図】 
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（ 4）  周辺施設との連携利用ネットワーク等  

【広域利用ネットワーク】 

下図に示すとおり多様な施設が近接しており、これらと連携した健康づくりのネットワー

クが想定されます。施設をつなぐルートはジョギング・ウォーキングコースとしての活用が

考えられます。 

 

     

 

 

赤字の施設は、連携が想定される体育施設及

び自然活動空間である。 

地図出典：国土地理院 
こくど 
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⚫既存道路の拡幅が必要 

 施設の配置  

候補地である上郷高校跡地は、筑波山をはじめとする景観や隣接する農地、周辺地域の住環境と調和した一体的な土地利用を図るとともに、既存の緑地や建物を活用した配置などを考慮した「①南北の現

状敷地を活用するプラン」、「②南北敷地を一体化して活用するプラン」の２通りの施設配置を検討しました。 

4.2.1 ①南北の現状敷地を活用するプラン  

上郷高校跡地は市道３-2189号線によって南北に分かれていますが、北側の敷地だけでも 400mトラックと観客席スペース、倉庫等の第４種公認（第３種相当整備）の陸上競技場施設の配置が可能です。こ

の配置は、大規模な造成や施設撤去を伴わずに主要施設の整備が可能で、特徴的なランドマークとなっている良好な既存樹木（かつての学校の面影を残すイチョウ並木やサクラ並木等）も保全できます。 

⚫ 北側の野球グラウンド部にトラックの配置が可能ですが、敷地規模と形状により（西日を避けて観客が見やすいよう配慮し、主軸を南北にとることが一般的ですが）競技場の主軸は斜めにふる形で

の配置に限定されます。 

⚫ 東西方向の敷地幅が限定されていますが、トラックの東西にメインスタンドと芝生スタンドの設置は可能です。 

⚫ まとまった規模の駐車場の配置は南側敷地に限定されるため、利用者の集散広場は駐車場とスタンドを結ぶ動線を広げる形での整備が想定されます。 

⚫ 旧校舎等の建物については、改修によりセミナーハウス等としての活用を検討します。 

⚫ 建設年が新しい体育館については、耐震改修を行った上で雨天活動場として活用、または解体し駐車場用地としての活用を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーニング図 動線図 
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4.2.2 ②南北敷地を一体化して活用するプラン  

敷地中央部を東西に横切る市道を廃止し、南北の敷地を一体として整備することで、主要施設の配置の自由度が高まります。特に北側敷地にまとまった規模の駐車場を配置することができるため、幅員に余

裕のある既存道路をアプローチ道路として活用可能であることが大きなメリットです。加えて、筑波颪（つくばおろし）と呼ばれる冬季の北西風を防ぐバッファー（芝生スタンドと一体の樹林帯を伴う築山）

の整備により、快適な利用が担保でき、強風により記録が未公認となるリスクの低下も期待されます。さらに、車道によって動線が遮られることなく敷地内を一周する安全で快適な周回動線（ジョギング・散

策ルート）の配置が容易となります。 

⚫ 既存校舎群の活用の考え方は、基本的に南北の現状敷地を活用するプランと同様ですが、建物と陸上競技場を近接配置できるため、避難所や地域交流の場としての活用など多様な活動の連携が想定さ

れます。 

⚫ 既存校舎建物をリニューアルし、倉庫・会議室・事務室・更衣室・シャワー室等の機能を確保することによりコスト低減も期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーニング図 動線図 
北側敷地に駐車場を配置す

ることができるので、比較

的幅員に余裕がある既存道

路をアプローチとして活用
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5. 概算工事費の算出  

プラン１、プラン２について、概算整備費（インフィールド天然芝）を算出しました。 

この工事費の算出は、本構想でおおまかな工事費をイメージするためのものであり、詳細な検

討は、建設に向けた次のステップである基本計画策定以降に行います。近年、工事費の変動が大

きいため、実際の工事費を推定することは非常に困難ですが、今後の計画等を立てる上で、必要

な工事項目と工事費をある程度把握しておく必要があるため、今回算出を行いました。 

なお、附帯施設であるセミナーハウス等の整備費については、既存校舎や体育館の活用を検討

していますが、老朽化も進んでいるため利用可能な形態の精査が必要であることから、下記の概

算費用には含んでいません。今後、活用方法等を検討した上で、概算工事費を積算していきます。   

また、活用方法により、既存校舎や体育館についても、撤去・解体する場合があり、撤去・解

体費が変更となることもあります。 

 

■各プランの整備項目毎の金額内訳             ※諸経費、消費税(10％)を含む 

項目 内訳 
金額（千円） 

プラン１ プラン２ 

競技場本体 1,608,000 1,608,000 

その他 造成費 17,000 17,000 

撤去・解体費（プール、旧体育館等） 153,000  153,000 

植栽費 60,000 55,000 

設備費（電気、給排水設備等） 95,000 95,000 

駐車場・園路整備費 108,000 127,000 

案内サイン等整備費 40,000 40,000 

管理施設整備費（門扉、柵等） 40,000 40,000 

便益施設（屋外トイレ等） 80,000  80,000 

仮設工事費 21,000 21,000 

小計 614,000 628,000 

合計 2,222,000 2,236,000 
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6. 管理運営に向けて  
 

（ 1）  「つくば市公共施設等総合管理計画」への適合  

管理運営の検討に際しては、「つくば市公共施設等総合管理計画～公共施設等資産マネジ
メントの方針～」において示された以下のような考え方に沿って進めます。 

 

【公共施設の管理に関する基本的な考え方】 

 

. 
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（ 2）  管理運営の方向性  

①  陸上競技場の管理・運営の一体的取組みの推進  

陸上競技場の管理運営に当たっては、市民ニーズに対応したサービスを提供するため、民

間事業者が有するノウハウの活用が考えられます。また、コスト縮減及び財源確保のため、民

間資金やＰＰＰ※3などの手法の導入を検討します。例えば、指定管理者制度のほか、ネーミ

ングライツの導入や民間事業者等賃貸、広告スペースの販売などについて検討します。 

なお、詳細な手法については、今後、事業が進捗する上で、基本計画等で協議・検討します。 

 

②  フォローアップの実施（ＰＤＣＡサイクルに沿った運営）  

陸上競技場の維持管理等についてＰＤＣＡサイクルに沿って進めるため、具体的な評価方

法（スケジュール、実施主体、評価基準、運用への反映方針等）及び評価の反映方法の検討を

行います。 

 

③  ＳＤＧＳへの対応（ユニバーサルデザインの推進）  

将来の管理運営に当たっては、ＳＤＧｓの基本理念を取り入れ、障害者、高齢者、子ども

たちなど誰もが、安全・安心に利用できる施設とするため、計画・設計の段階から多様な利

用者を想定し、有識者等へのヒアリングを実施します。また、市民の利用に当たっては、情

報を含めたアクセシビリティの充実を図るとともに、完成後も市民が利用しやすいよう継続

的な改善を行います。 

    

 

（ 3）  維持管理費の低減を目指した運営  

 施設の維持管理については、受付などの管理運営、トラックやインフィールドのメンテナ

ンスや施設清掃等の日常的な管理、また、機器類等の保守点検等の作業内容が必要と考えら

れ、概算で年間 80,000 千円程度の費用が見込まれます。 

なお、これらの維持管理費については、管理運営手法によっても変動するため、持続可能な

運営の実現を目指し、コストの低減を図るよう検討します。 

 

 

 

 

 

※3  Public Private Partnership の略。公共サービスの提供に民間が参画する手法を幅
広く捉えた概念で、民間資本や民間のノウハウを活用し、効率化や公共サービスの向
上を目指すもの。 
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7. 整備スケジュールの想定  

本構想策定後の計画・設計・施工の流れ及びスケジュールを以下のように想定します。 

なお、本スケジュールは現段階のものであり、今後の検討状況によっては変更となる可能性が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本構想で整理された陸上競技場の考え方について、より具 

体的に機能、設備、規模等を示したもの 

 

令和８年度(2026 年度) 

 

・現状と課題を整理し、陸上競技場の必要性や基本的な方向性 

及び機能、規模、候補地等についての考え方を整理したもの 

基本構想策定 

 

・外部有識者等による事業の必要性や妥当性、有効性などを検 

証していくもの 

大規模事業評価 

基本計画策定 

 

・基本設計は、基本計画を基に候補地の条件や法令等を考慮し、 

基本的な図面を作成したもの 

・実施設計は、基本設計の図面を基に、実際に工事を施工する 

ために規模や数量、費用等を詳細な図面として作成したもの 

基本設計・実施設計 

 

 

工事施工（２年間） 

 

 

 

 

 

 

供用開始 

令和３年度(2021 年度) 

令和４年度(2022 年度) 

 

令和２年(2020 年)４月～ 

令和３年(2021 年)４月 

令和５年度(2023 年度) 

 

令和６年度(2024 年度)～ 

令和７年度(2025 年度) 

令和８年度(2026 年度) 
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1. 基本方針設定にかかる参考資料  

1.1 陸上競技場の公認種別について  

公益財団法人日本陸上競技連盟公認の陸上競技場には、公式大会の開催カテゴリーと対応し

て５種類の区分があり、それぞれに求められる施設の仕様・規模等と公認に係る費用は以下の

表に示したとおりです。 

➢ 平成 30年（2018年）４月時点の規定では、第１種公認～第４種公認の４種類で、競技場に

て開催できる競技会の種別の標準が第４種公認では「加盟団体等の競技会・記録会」でし

た。しかし令和２年（2020年）４月１日改正の最新規定では、この標準が「加盟団体等が

主催する競技会・記録会」との表現に改められています。 

➢ 加盟団体である一般財団法人茨城陸上競技協会主催の大会すなわち県大会を開催するため

には、第４種公認以上の公認を受ければよいと読み取れます。（日本陸上競技連盟に確認

済み） 

➢ またインフィールド部は、第１種公認から第４種公認まで共通で「天然芝・投てき実施可

能な人工芝」であることが条件となっています。 
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1.1.1  公認陸上競技場および長距離競走路ならびに競歩路規程  

令和２年（ 2020 年）４月１日改正  

（ 1）  公認陸上競技場規定  

第３条 公認競技場はつぎの５種類とする。 
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（ 2）  公認の有効期間  

第 10条２ 公認の有効期間は５カ年とする。ただし、期間中に改造または改修したときおよび

公認競走路または公認競歩路で一部変更したときは、その都度認定申請をしなけれ

ばならない。 

（ 3）  公認料  

第 12条  公認料（消費税抜）はつぎのとおりとする。 

1.1.2  陸上競技場公認に関する細則  令和２年（ 2020 年） 4 月 1 日改正  

第 14 条  走高跳の施設は、つぎのとおりとする。 
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第 15条 棒高跳の施設は、つぎのとおりとする。 

 

 

 

第 16 条 走幅跳・三段跳の施設はつぎのとおりとする。（ ）内は女子。 
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第 17条 砲丸投、円盤投、ハンマー投の施設は、つぎのとおりとする。 

 

第 18 条 やり投の施設は、つぎのとおりとする。 

 

 

 

1.1.3  公認競技会規程  令和２年（ 2020 年） 4 月 1 日改正  

（公認競技会の主催） 

第３条１ 公認競技会の主催は、 国内において本連盟のみがその権利を有する。 

第３条２ 本連盟は、加盟団体に、管轄する都道府県の陸上競技選手権大会及びその地域内

で種々の公認競技会を主催する権利を委譲する。なお、本連盟の承認のもと全国

規模の大会を主催することもできる。 
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1.2  他自治体の類似施設の事例調査  

施設内容・規模・整備水準・管理形態と維持管理水準の参考として、他自治体の類似施設の事

例を調査しました。 

 

1.2.1  他自治体の類似施設の事例調査のまとめ  

（ 1）  つくば市と同程度の人口規模を持つ近隣自治体の抽出  

茨城県及び近県(千葉県・埼玉県・栃木県)内で、つくば市と同等の人口規模（人口 15～

25万人程度）の自治体を中心に、陸上競技場の整備状況を整理しました。 

（ 2）施設内容と利用実態等の整理  

①  調査対象  

⚫ 茨城県 : 水戸市、つくば市、日立市、ひたちなか市、土浦市、古河市、龍ケ崎市、   

石岡市、阿見町（９箇所） 

⚫ 千葉県 : 市原市、八千代市、佐倉市、浦安市、野田市（５箇所） 

⚫ 埼玉県 : 春日部市、上尾市、熊谷市、新座市、三郷市（５箇所） 

⚫ 栃木県 : 栃木市、さくら市、真岡市（３箇所） 

 

②  公認種別、施設内容と規模、整備水準等  

日本陸連公認種別の整備状況  

⚫ 第１種・第２種公認  ５箇所 (23%) 

⚫ 第３種公認      ９箇所 (41%) 

⚫ 第４種公認      ４箇所 (18%)     

⚫ 非公認        ４箇所 (18%) 

 

 

    現状は非公認ですが、施設整備が揃った場合、第３種公認レベルの陸上競技場を目指し

ている競技場もあります。(例：栃木県さくら市総合公園さくらスタジアム) 

23%

41%

18%

18%

第1種・第２種公認 第３種公認

第4種公認 非公認
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③  インフィールドの芝の状況  

⚫ 天然芝 17箇所 (77%) 

⚫ 人工芝 ３箇所 (13%) 

⚫ クレー １箇所（５%） 

⚫ 未回答 １箇所（５%） 

⚫ 天然芝の場合、他自治体の類似施設では２～３か月程度の養生期間を設けています。

人工芝については、養生期間はありません。 

➢ 天然芝は維持管理として、水撒き、草刈りなど日常的な手入れが必要となり

ます。 

➢ 人工芝は約 10 年使用でき、日常的な手入れは必要ありません。 

➢ 天然芝整備の施設では、サッカーで使用する場合は、主に大会のみで利用可

能とし、個人や教室で使用する場合は「週２回」までなどの利用制限がありま

す。 

⚫ 利用状況・・・陸上競技、サッカー、ラクビー、その他 

 

④  収容人員  

⚫ 10,000人以上             ５箇所  (23%) 

⚫ 5,000人以上 10,000 人未満   ４箇所 (18%)  

⚫ 1,000人以上 5,000 人未満       ８箇所 (36%) 

⚫ 1,000人未満                   ３箇所 (14%) 

⚫ 未回答                         ２箇所 (９%) 

⚫ 芝生スタンド席を採用しているのは 13箇所 (59%) 

 

⑤  トラックの状況  

⚫ 400mトラック ９レーン       ２箇所 (10%) 

⚫ 400mトラック ８レーン       20箇所 (90%) 

 

⑥  照明設備  

⚫ 照明あり                    11箇所 (50%) 

⚫ 照明なし                    ９箇所 (41%) 

⚫ 未回答                     ２箇所 (９%) 

  

【収容人員】 

【照明設備】 

23%

18%

36%

14%

9%

10,000人以上 5,000～10,000人未満

1,000～5,000人未満 1,000人未満

未回答
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1.2.2  事例調査結果一覧表  

  

■他自治体の陸上競技場の事例調査(人口25～15万人)

市町村名・人口 名　称
日本陸連公
認レベル

メインスタ
ンドの構
造・材質

収容人員 駐車場台数 陸上競技場概要
主な付帯施設とバリアフリー対応状況

・その他
夜間照明の有無
・照度レベル

人工芝/天然芝
(インフール

ド)

■茨城県

1

水戸市
269,340人
（令和２年８
月１日現在）

水戸市立
競技場
（ケーズ
デンキス
タジアム
水戸）

第２種公認
鉄筋コンク
リート造

約12,000人
（メインスタンド
席7,000人、特別
席／来賓席108
人、記者席120
人、車いす席28
人、バックスタン
ド席3,000人、サ
イドスタンド芝生
席約2,000人）

2,020台（常設３
箇所1,400台、臨
時駐車場 620台、
その他関係者用３
箇所、駐輪場あ
り）

400ｍトラック９レーン（幅
1.22ｍブルータータン）（全
天候ポリウレタン舗装）

事務室、多目的室、ウォーミングアッ
プ室、更衣室、ロッカー室、医務室、
ドーピング検査室、審判員室、記録
室、用具庫、シャワー室、トイレ（多
目的トイレあり）、ラウンジ、場内放
送室、判定記録室、放送ブース、警備
監視室、放送機器室、エレベーター２
基、バックスタンド雨天走路（80ｍ３
レーン）、大型映像装置（高輝度LED
（画寸法6.5ｍ×11.5ｍ）、補助競技場
/天然芝フィールド22,020㎡（バミュー
ダグラス×ＯＳ・ＰＲ）

メインスタンド
屋根及び照明塔
４基、照度
1,500lx

天然芝（106ｍ
×69ｍ）
（ティフトン
芝×ＯＳ・Ｐ
Ｒ）

2

つくば市
239,785人
（令和２年８
月現在）

筑波大学
陸上競技
場

第３種公認

7,995台（63箇
所）
※病院来客用、患
者用、身障者用含
む

400ｍトラック８レーン(走
路・助走路等をポリウレタン
系全天候舗装材「トップエー
スCL」のローラーエンボスに
よる切削オーバーレイ工法仕
上げ)

3

日立市
174,047人
（令和２年８
月１日現在）

日立市市
民運動公
園陸上競
技場

第３種公認
鉄筋コンク
リート造
２階建

8,464人(メインス
タンド1,464人、
バックスタンド
7,000人）
スタンドは延長98
ｍ、収容数965席
(車いす利用者用
７席を含む)

1,547台（常設３
箇所417台、臨時
1,130台）

400ｍトラック８レーン
サッカー・ラグビー併用

管理棟（事務室、トイレ（管理棟内３
箇所）、放送室、更衣室、シャワー
室、本部室、トレーニングスペース）
器具庫、写真判定装置、放送設備、ト
イレ２箇所、バリアフリー対応無し

無し 天然芝

4

ひたちなか市
154,714人
（令和２年７
月現在)

ひたちな
か市総合
運動公園
陸上競技
場

第３種公認
鉄筋コンク
リート造
２階建

総収容人員15,000
人
・メインスタンド
3,400席（固定席
3,012席、身障者
席12席、貴賓席40
席、立見336人）
・バックスタンド
（芝生スタンド）
11,600人

3,032台（常設３
箇所592台、臨時
2,440台）

400ｍトラック９レーン
礎石間距離80ｍの単心円形
全天候型ウレタン舗装
サッカー場１箇所
ハンマー/円盤投げ２箇所
砲丸投げ２箇所
槍投げ２箇所
走高跳２箇所
棒高跳６箇所
走幅跳６箇所
三段跳６箇所
3,000ｍ障害池１箇所
ジョギング走路１箇所
国旗掲揚台１箇所

本部室、会議室、放送室、医務室、審
判員控室、トレーニング室、写真判定
室、更衣室、シャワー室、身障者トイ
レ

夜間照明塔４基
(全灯照度
500lx、1／2 灯
照度 250lx、
1／3 灯照度
150lx)

天然芝（高麗
芝）

5

土浦市
138,099人
（令和２年８
月１日現在)

川口運動
公園陸上
競技場
（J:COM
フィール
ド）

公認なし

鉄筋コンク
リート造2階
建（スタン
ド部は鉄骨
造）

約6,400人
368台（常設４箇
所188台、臨時180
台）

全天候型400ｍトラック８
レーン（直線９レーン）
走幅跳
三段跳砂場
砲丸投
円盤投
ハンマー投
やり投
サッカー場

事務室、医務室、更衣室、倉庫、便
所、会議室、放送室

薄暮時、トラッ
クの補助灯レベ
ルの照明（水銀
灯３基）

天然芝

6

古河市
142,414人
（令和２年７
月１日現在）

古河市中
央運動公
園陸上競
技場

第２種公認
鉄筋コンク
リート造、
２階建

メインスタンド
1,650人
芝生席1,650人

1,190台（常設540
台、臨時650台）

全天候舗装トラック（ウレタ
ン塗装、トッピング仕上げ）
８レーン

審判員室、備品倉庫、放送室、ロッ
カー更衣室、シャワー、トイレ、屋内
練習所、管理事務所、多目的観覧室、
計測室

無し 天然芝

公認レベル、施設内容と規模・整備水準



 

49 

 

  

7

龍ヶ崎市
76,810人
（令和２年８
月１日現在)

龍ケ崎市
陸上競技
場（たつ
のこ
フィール
ド）

第３種公認

鉄筋コンク
リート造・
鉄骨造（耐
火建築物）
３階建

メイン523席、
バック512席、芝
生席約1600人、車
いす使用者観覧ス
ペース７席

174台

全天候型舗装400ｍトラック
８レーン
跳躍場（幅跳び、三段跳び）
砲丸投サークル
ハンマー投げサークル

本部役員室、放送スペース、記録ス
ペース、医務スペース、身障者観覧ス
ペース、事務室、観覧室、男子更衣
室、男子シャワー室、女子更衣室、女
子シャワー室、メインスタンド倉庫、
男女トイレ、多目的トイレ、屋外倉庫
バリアフリー対応状況：選手出入口、
車いす使用者観覧スペースにスロープ

照明塔４基（鉄
骨造、最高高さ
31.90ｍ、最大照
度1000lx）

天然芝（ティ
フトン、ペレ
ニアルライグ
ラス）

8

石岡市
74,019人
（令和２年８
月1日現在）

石岡運動
公園 陸上
競技場

第３種公認
鉄筋コンク
リート造

メインスタンド
500席、メインス
タンド以外(芝生)
の収容人員2,000
人

650台
400ｍトラック８レーン
水濠、砂場ピットあり
全天候型

ランニングコース（外周１km）、審判
員席、給湯室、放送室、倉庫、男女更
衣室、シャワー室（各４基）、男女ト
イレ

無し 天然芝

9

阿見町
47,865人
（令和２年８
月1日現在）

阿見町総
合運動公
園陸上競
技場

公認なし

鉄筋コンク
リート造
２階建
260㎡

240人 310台（４箇所）
土系舗装
400ｍトラック８レーン

器具庫、事務室、放送室、更衣室、
シャワー、トイレ、会議室

無し 天然芝

■　千葉県

1

市原市
274,521人
（令和２年８
月１日現在）

市原緑地
運動公園
臨海競技
場（ゼッ
トエーオ
リプリス
タジア
ム）

第３種公認

鉄筋コンク
リートプレ
キャスト造
４階建

総数14,051人（メ
インスタンド
5,816人、バック
スタンド2,699
人、サイドスタン
ド（芝生）2,056
人、立見3,480
人）

457台（６箇所）

面積34,601㎡、全天候ウレタ
ン舗装 400ｍ８レーン
陸上競技場
サッカー場
ラグビー場

医務室、更衣室、放送室、記者室、ト
イレ（バリアフリー２箇所）、トレー
ニングルーム、電光表示板１基など

４基　980キロ
ワット、水平面
照度1,500LX

天然芝（ティ
フトン芝）
（105ｍ×72
ｍ）

2

八千代市
201,341人
（令和２年７
月現在）

八千代市
総合グラ
ウンド

第４種公認
鉄筋コンク
リート造
１階建

総収容人員　約
4,200人
（メインスタンド
1,701人、車いす
スペース３台、芝
生スタンド　収容
人員約2,500人

261台(常設141
台、臨時120台）

トラック全天候ポリウレタン
舗装400ｍトラック８レーン
（トラック：陸上競技等
フィールド：サッカー、ラグ
ビー、ターゲットバードゴル
フ等）

管理棟（事務室、トイレ、倉庫、本部
室・記録室、放送室、役員控室、審判
控室、記者控室）
、別棟（更衣室、シャワー室、トイ
レ、多目的トイレ（２室）、救護室、
会議室）

４基
ロングバイル
人工芝（105ｍ
×68ｍ）

3

佐倉市
174,237人
（令和２年７
月月現在）

小出義雄
記念陸上
競技場(旧
岩名運動
公園陸上
競技場)

第３種公認
鉄筋コンク
リート造
地上３階建

メインスタンド
1,022人、芝生ス
タンド4,100人

409台
面積21,486㎡全天候型、400
ｍトラック８レーン、投てき
３箇所、跳躍ピット３箇所

倉庫、器具庫、写真判定室、男女別
ロッカー更衣室（シャワー室）、トイ
レ（トイレはバリフリー対応）、応接
室、会議室

夜間照明有り
照度レベル：平
均100lx（JIS
Z9127-2011 Ⅲの
基準に準拠）

天然芝

4

浦安市
(171,116人
R2.7月末現
在)

浦安市陸
上競技場
（ブリオ
ベッカ浦
安競技
場）

第４種公認
スタンド
式、コンク
リート造

スタンド1,000人
（車椅スペース
有）、芝生スタン
ド1,500人

633台

全天候型合成ゴム系舗装、
400m　８レーン（直走路９
レーン）、直線80m、半径
37.898m、レーン幅1.22m、障
害物競走設備（水濠）、走幅
跳、算段跳、走高跳、棒高
跳、砲丸投

管理事務室（受付、医務室含む）、本
部室、放送記録室、審判控室、多目的
室、会議室、控室、倉庫３基、更衣室
２室（トイレ、シャワー室、冷水器完
備）屋内トイレ（男子、女子、多機
能）、屋外トイレ（男子、女子、多機
能）、エレベーター（車椅子対応）、
掲揚ポール４基、写真判定棟、足洗い
場

８基　LED灯光器
設計照度200LX
（スタンド棟の
屋根に太陽光発
電設備を導入）

ロングパイル
人工芝（107m
×72m）

5

野田市
154,299人
（令和２年８
月１日現在)

野田市総
合公園陸
上競技場

第３種公認
固定観客席998
人、車椅子６席、
芝生席

270台（駐輪場あ
り）

面積25,646㎡
400ｍトラック８レーン（110
ｍ直走路９レーン）、3,000
ｍ障がい物競走を含む各種ト
ラック競技
走幅跳、三段跳、走高跳、棒
高跳、砲丸投等

雨天練習走路４レ−ン、本部室、多目的
室、更衣室、シャワー室等

天然芝（105ｍ
×62ｍ）
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■　埼玉県

1

春日部市
233,801人
（令和２年８
月１日現在）

大沼陸上
競技場兼
サッカー
場兼ラグ
ビー場

公認なし
スタンドな
し

―

陸上競技場（トラック１周
400m×８コース）、ラグ
ビー、サッカー、グラウンド
ゴルフ、
ターゲットバードゴルフ、
ゲートボールほか

なし（同敷地内体育館にロッカー、更
衣室、シャワー、トイレ、会議室等あ
り）

無し クレー

2

上尾市
229,264人
（令和２年８
月１日現在）

上尾運動
公園陸上
競技場

第２種公認
鉄筋コンク
リート造

40,200人（メイン
スタンド：8,200
人、芝生スタン
ド：32,000人）

315台（２箇所）

敷地面積：34,800㎡
建物面積：6,809㎡
トラック：1周400m８レー
ン、全天候型舗装
フィールド：内面芝張

貴賓室、倉庫、集会室、放送室、選手
控室、シャワー室、更衣室、トイレ、
多目的トイレ、管理室、判定室、記録
室、その他

無し 天然芝

3

熊谷市
196,160人
（令和２年８
月１日現在）

熊谷ス
ポーツ文
化公園メ
イン陸上
競技場

第１種公認

鉄筋コンク
リート造一
部鉄骨造
屋根：鋼管
立体トラス
構造折板葺
き
延床
22,518.25㎡
地上4階
（最高高さ
28.586m）

15,392人
2,800台（常設
1,400台、臨時
1,400台）

400ｍトラック８レーン、メ
イン競技場、補助競技場、投
てき場

大会関係諸室、更衣室、トレーニング
ルーム、会議室、VIP室、ディレクター
室、オペレーション室、写真判定室等

有り（1,500lx以
上）

天然芝

4

新座市
166,279人
（令和２年８
月１日現在）

新座市総
合運動公
園陸上競
技場

第３種公認 不明

4,000人収容（芝
スタンド）
※スタンド外収容
人員不明

123台

面積約20,300㎡
トラック：400ｍ８レーン
（全天候舗装）
フィールド：サッカー場
（105ｍ×64ｍ）

競技場内には記録室、倉庫２基のみ 無し 天然芝(野芝)

5

三郷市
142,877人
（令和２年８
月１日現在）

三郷市陸
上競技場
（愛称：
セナリオ
ハウス
フィール
ド三郷）

第４種公認
鉄筋コンク
リート造
５階建

メインスタンド約
1,500人、その他
スタンド約2,000
人

400台（常設100
台、臨時300台）

400ｍフルウレタン８レー
ン、3,000ｍ障害レーン、水
濠、跳躍場、投てきサークル
など

管理棟兼用器具倉庫（事務室、更衣
シャワー室、トイレ、会議室、記録放
送室、倉庫）、選手控室棟（選手控
室、救護室）、大型映像装置

高さ20ｍ３基、
高さ25ｍ３基
平均照度100lx

投てき対応人
工芝

■　栃木県

1

栃木市
159,056人
（令和２年７
月現在）

栃木市総
合運動公
園陸上競
技場

第２種公認
鉄筋コンク
リート造
２階建

収容人数：5,500
席（メインスタン
ド席：1,500席、
芝生スタンド席：
4,000席）

1,138台
全天候型400ｍトラック８
レーン、フィールド芝生

事務室、会議室、記録室、予備室、控
室、医務室、男子トイレ３箇所、女子
トイレ３箇所、身障者用トイレ、管理
者用トイレ、更衣室（男子、女子）、
湯沸室、倉庫、機械室、電気室、器具
庫３箇所

無し 天然芝

2

さくら市
44,751人
（令和２年８
月１日現在）

さくら市
総合公園
さくらス
タジアム

公認なし 観客席 312 席 ―

全天候型 400ｍトラック８
レーン、直線 100ｍ９ レー
ン、全天候型 1 周600mの外
周コース
※やり投げ、円盤投げ、ハン
マー投げ、棒高跳びでの利用
不可

事務室、器具室、会議室、男女トイ
レ、多目的トイレ（オムツ交換台
有）、男女更衣室

有り
天然芝（ティ
フトン芝）

3

真岡市
78,720人
（令和２年８
月１日現在）

真岡市総
合運動公
園陸上競
技場

第４種公認
鉄筋コンク
リート造

500人(観客席) ―
全天候型ウレタン舗装、100
ｍ９レーン、400ｍ８レーン

事務室、本部室、医務室、更衣室、
シャワー室、トイレ、湯沸室、器具庫

無し 天然芝
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1.2.3  他自治体の大会開催の状況と日常利用状況  

  

大会・イベントの 

開催状況 

(陸上競技関連) 

日常利用状況 

①陸上競技場とそれ以外の比 

②団体利用と個人利用の比 

③日中と夜間利用の比 

④年間利用者数等 

インフィールドの

利用状況 
芝生養生期間 

古河市中

央運動公

園・陸上

競技場 

 

古河市

(142,414

人 R２.７

月１日現

在) 

中学校・高校県西地区大
会、下総記録会、 
はなももマラソン大会な
ど 

①陸上競技場 80% 
 それ以外 20% 
 (サッカー、企業運動会な
ど） 
②団体利用 30%、個人利用
70% 
③夜間利用なし 
④70,908人（Ｒ1） 

サッカー大会、 
ラグビー大会 
など 

４月１日～６月
30日芝養生の
ため使用禁止 
  

龍ケ崎市

陸上競技

場たつの

こフィー

ルド 

 

龍ケ崎市

(76,810人

R２.８月

１日現在) 

流通経済大学陸上競技
会、 
茨城県南高等学校陸上競
技大会、 
茨城県南高等学校新人陸
上競技大会など 
ランニングクリニック、 
ウォーキングイベントな
ど 

①データなし 
②団体利用 95%、個人５% 
③夜間利用なし 
④利用者数合計 43,747人 
（団体利用人数 41,748人 
 個人利用人数 1,999人） 
 稼働率：58% 

陸上競技 
サッカー 
ラグビー 
グラウンドゴルフ 
ランニング（ウォ
ーキング）教室 
陸上教室 
サッカー教室 
市スポーツイベン
ト など 

７月･10月（約
１か月程度） 

石岡運動

公園陸上

競技場 

 

石岡市

(74,019人

R２.８月

１日現在) 

市内：小中体育連盟主催
事業・市陸連主催事業 
市外：近隣市小中体育連
盟主催事業・茨城県南地
区記録会等  

①原則陸上競技専用 
②回答無し 
③夜間利用なし 
④約 22,500人（R１） 

原則陸上競技専用 無し 

阿見町総

合運動公

園陸上競

技場 

 

阿見町 

(47,865人

R２.８月

１日現在) 

無し 

①サッカー50%、陸上 30%、 
グラウンドゴルフ 20% 

②団体 90%、個人 10% 
③夜間利用なし 
④33,055人（R１） 

サッカーの試合 
グラウンドゴルフ 

12月上旬～２
月下旬 

※上記施設のインフィールドは、すべて天然芝である。 
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1.3  近県の陸上競技場の公認取得状況  
 

1.3.1 都道府県別公認陸上競技場一覧表（令和２年（ 2020 年）２月 19 日現在）  

茨城近県を抜粋 出典：日本陸連資料 

茨城県内には第４種公認施設はありません。首都圏の４都県では第３種公認施設が多くの割

合を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.2  茨城県の陸上競技場の公認状況  

【下表の略号】（陸）：陸上競技場 ／ ◎：全天候型 ／ ○：一部全天候型  

茨城県  
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1.4  コスト比較  

1.4.1  インフィールドの天然芝と人工芝のライフサイクルコスト比較  

⚫ 投てき非対応の人工芝と天然芝の比較について、当初の整備費は天然芝の方が安価ですが、維持管理・補修を含めた長期的なコストで比較すると、15年程度を経過した時点で人工芝の方が安価とな

ります。 

⚫ 投てき対応人工芝と天然芝の比較について、投てき可能な人工芝は通常の人工芝と比較してコストが高くなるため、当初の整備費、維持管理・補修を含めた長期的なコストのどちらにおいても、天

然芝の方が安価となります。 

⚫ 表中の天然芝の維持管理費は、一般的な管理作業でのコストですが、良好なコンディションを保つためには水撒き費用をさらに見込む必要があります。 

  1.インフィールド天然芝と人工芝(投てき非対応)のライフサイクルコスト比較 
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2.インフィールド天然芝と人工芝(投てき対応)のライフサイクルコスト比較 
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1.4.2  第３種公認と第４種公認の備品コスト比較  

（ 1）  備品コストの算出  

⚫ 第３種陸上競技場公認必要器具概算 約 176,200,000円 

必備用具 1 式 11,841,000  

必備器具 1 式 70,750,000  

常設を希望する用器具 1 式 20,127,050  

小学生用陸上備品 1 式 4,274,000  

サッカー用備品 1 式 6,203,400  

荷造・運搬・組立費 1 式 1,200,000   

小計   114,395,450  

合計（諸経費・消費税込） 1 式 176,168,993   

 

⚫ 第４種陸上競技場公認必要器具概算 約 153,200,000円 

必備用具 1 式 10,276,300  

必備器具 1 式 63,701,460  

常設を希望する用器具 1 式 13,795,250  

小学生用陸上備品 1 式 4,274,000  

サッカー用備品 1 式 6,203,400  

荷造・運搬・組立費 1 式 1,200,000   

小計   99,450,410  

合計（諸経費・消費税込） 1 式 153,153,631   

・写真判定装置を含む。 

・第４種公認から第３種公認へ変更する場合、公認料の差額だけでなく、傷み具合によって交 

換する備品等の費用も発生する。また、追加で電子機器（配線ケーブルやコネクタボック 

ス）が必要になる。 

・第３種公認、第４種公認の備品コストは見積りにより算出した。 

 

（ 2）  器具庫の面積（参考）  

・第３種公認で必要な器具庫の面積：192㎡×２箇所＝384㎡ 

・第４種公認で必要な器具庫の面積：192㎡＋100㎡＝292㎡ 
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1.5  公認種別による開催可能大会及び概算費用比較表  
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1.6  駐車場の規模想定  

1.6.1  同時来場者数の考え方  

（ 1）  各種大会等に対応する観客席規模と最大同時来場者数の想定  

①  市内の中学生の陸上競技大会開催に必要な観客席数を想定します。  

つくば市の公立中学校 12校、義務教育学校４校の計 16校の生徒総数は平成 30年度

（2018年度）時点で 5,864 人です。 

この 1/4程度の約 1,500 人が選手又は応援として参加し、さらに教員・関係者及び父兄が

合計 500人程度参加すると想定した場合、合計で 2,000人程度の観客席スペースの確保が必

要となります。 

 

②  市内の小学生の陸上記録会を開催した場合の観客席数を想定します。  

以前は、市内小学生の陸上記録会が開催されており、この参加人数は６年生 1,800人と５

年生選抜 700人の合計 2,500人程度ですが、南部と北部の２回に分けて行われていました。 

 

③  つくば陸上競技選手権大会の開催に必要な観客席数を想定します。  

つくば陸上競技選手権大会の参加者は 2,000人程度です。 

 

④  同時来場者数の想定  

①から③を基に、競技進行に伴い順次参加選手と観戦者等が入れ替っている利用実態を想定

し、８割程度が同時に滞在すると考えると、大会時の同時来場者数は最大 1,600人程度と想定

されます。駐車場規模の最大値を想定する基礎数値としてこの値を採用します。 

 

 

 

 

 

Y 
最大同時来場者数 
a×b 

1,600人 

   

a 参加者・観戦者等数 2,000人 

b 
同時滞在率（競技進行に伴う
入れ替わりを考慮） 

80.0% 
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1.6.2  必要となる駐車区画数の想定  

（ 1）  交通手段分担率と駐車場利用者数  

「つくば市スポーツ環境に関するアンケート調査」（平成 29年（2017年）３月）では、

よく利用しているスポーツ施設までの移動手段として、「バイク・自家用車」と回答された

方の割合が最も高く 82.7%となっています。したがって、自家用車用の駐車場規模算定に用

いる交通手段分担率としてこの値を採用します。 

 

（ 2）  必要となる普通車駐車区画数  

①  一般利用者用  

普通乗用車の乗車人数（１台への同乗者数）については、2.5人/台と設定し、上記の交通

手段分担率（自家用車分担率：82.7%）を用いて、駐車区画需要を計算すると以下のような値

が想定されます。 

⚫ 2,000人規模の大会を想定した場合 

 

 

 

 

②  身体障害者用  

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令（政令第 379号）第 17条

の移動等円滑化基準に沿って、駐車台数が 200以下の場合は駐車台数の 1/50以上、200を超

える場合は駐車台数の 1/100に２を加えた数以上の車いす使用者用駐車施設を設けます。 

前掲の需要に当てはめると、計画地では８台以上の確保が望まれます。 

【最大値への対応】 529 台×0.01＋２＝7.29≒８台 

 

最大同時来場者数 
ａ（人） 

必要な駐車区画数 
a/2.5×82.7%（台） 

備考 

1,600 529 最大値 

出典：国土交通省 
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（ 3）  大会時バス用駐車場確保の考え方  

バス利用については、大会時の選手の団体のみを想定するものとして、応援団等の観客

は、自家用車と公共交通機関での分担を前提と考えます。 

➢ サッカーの試合の場合は、１日最大８チームの４試合として、８台/日が必要となる。 

➢ 陸上競技の場合は、市内の中学校の大会を想定すると、各校全てがバス１台で来場す

ると想定すると、計 16台（市内の公立中学校 12校、義務教育学校４校）が必要とな

る。 

同様に、市内の小学校の大会では、計 33台（公立小学校 29 校、義務教育学校４校）

が必要となる。 

サッカーの試合と陸上競技大会の同時使用はないと考えられるため、上記小学校の大会時

に対応して、必要台数は最大で 33台と想定します。 

千葉県立館山運動公園において、普通車 30台分をバス 12台分として利用していることを

参考に、普通車の駐車区画を大会時にはバス用として開放するものとし、本構想において

も、普通車 2.5台分のスペースでバス１台の駐車区画を確保するものとします。 

33台×2.5≒普通自動車 83台分のスペースを確保 

 

（ 4）  駐車台数確保の考え方まとめ  

普通自動車の駐車場区画については、年間数日程度のピーク（大会・イベント等の開催

日）に合わせて最大値を満たすのは、公共施設として適切ではないと考えます。 

また、路線バスや大会時のシャトルバス運行など、公共交通機関の活用も考慮し、利用率

を 60～80%程度とするのが妥当と考え、本検討では 70%を採用します。 

529台×0.7（利用率）≒370台 

バス用区画については、前掲のとおり大会時用の 33台分を普通自動車用区画 83台分で転

用できるように確保します。 

370＋83＝453台 

身体障害者用駐車場については、最大値に合わせます。 

以上から、本構想において確保を目指す駐車場区画数を次のとおりとします。 

 

 

 

 

ただし、普通自動車用区画 453台分が必要となるのは、大会・イベント等の開催日である

ことから、平常時の駐車場利用について検討します。 

北海道の「都市公園事業設計要領」（平成 25年度（2013年度））を参考に、確保する普

通自動車用区画 453台に対するサービス水準率を 70%とし、残りの 30%程度を芝生等を活用

した駐車場とすることで、平常時には多目的広場として利用できるように検討します。 

普通車     453台（バス 33台分に転用できる 83区画を含む） 

身体障害者用  ８台以上 
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1.7  稼働率の考え方  

1.7.1  陸上競技場（トラック・フィールド）の稼働率（参考）  

サッカーに置き換え、1日を６つの時間帯に分割して専有使用させる場合、１枠２～３チーム

で 30～40人、１日 200人程度の利用があると「フル稼働」と考えられます。 

陸上競技場の稼働率について、日本陸上競技連盟に問い合わせましたが、「特に基準のような

ものは想定していない」との回答でした。 

 

1.7.2  観客席（大会・イベント等）の稼働率（参考）  

整備する観客席数に対する来場者数の割合として算出しました。 

➢ 大会・イベントを、全ての週末（土曜・日曜）に開催できれば年間最大で 100回程度

の利用が見込まれますが、月２回、年 24回のイベントを開催し、年間約 10万人の集

客が最大限の目標と考えられます。 

 

※詳細な利用頻度については、他市の類似施設の状況を参考に、施設利用料や貸出方法などの検

討を踏まえ、今後、算出していきます。 
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2. 候補地の比較検討にかかる参考資料  

2.1  候補地の状況把握（上郷高校跡地と高エネ研南側未利用地の比較対照）  
 

2.1.1 候補地の立地：アクセス等  

（ 1）  自動車による 20 分での到達圏  

下図に示したとおり、自家用車利用を想定すると、上郷高校跡地及び高エネ研南側未利用

地のどちらの場合でも平均時速 40km/hで 20分圏内に市内の大部分を収められます。（総務

省「地図による小地域分析」で作成） 

【自動車による 20分での到達圏】 

 

 

上郷高校跡地の 
自動車 20分到達圏域 

高エネ研南側未利用地の 
自動車 20分到達圏域 

つくば駅 
研究学園駅 

高エネ研南側未利用地 

上郷高校跡地 

 

🄫Google 



 

62 

（ 2）  公共交通アクセス（鉄道・バス）  

上郷高校跡地及び高エネ研南側未利用地周辺のバスアクセスは以下のようにまとめられます。 

上郷高校跡地は最寄り停留所と活用可能路線・便数が少なく、高エネ研南側未利用地は最寄り

停留所・活用可能路線・便数ともに多いです。また、路線バスによる主要駅からの所要時間も高

エネ研南側未利用地の方がやや短いです。 

それぞれの停留所の位置関係は、次ページ以降に整理したとおりです。 

 

 

 

【上郷高校跡地】 

【高エネ研南側未利用地】 

運行会社 路線名 区間
運行頻度・往復計

（便／日）
最寄り停留所

ＴＸ駅からの
所要時間

関鉄パープルバス㈱
路線バス

⚫石下・土浦線
⚫石下駅～上郷

～つくばセンター
～土浦二高～土浦駅

⚫平日６
⚫休日６

⚫上郷大宿
⚫約30分
（つくばセンター）

⚫上郷シャトル
⚫つくばセンター
～とよさと病院

⚫平日・休日18 ⚫手子生
⚫約25分
（研究学園駅）

⚫西部シャトル
⚫みどりの駅

～とよさと病院
⚫平日・休日18

⚫上郷台宿

（上郷小学校入口）

⚫約30分

（万博記念公園駅）

つくば市コミュニ
ティバス（つくバス）

運行会社 路線名 区間
運行頻度・往復計

（便／日）
最寄り停留所

ＴＸ駅からの
所要時間

関東鉄道㈱
路線バス

⚫つくば・テクノパー
ク大穂

⚫（土浦駅東口）～
つくばセンター～
テクノパーク大穂

⚫平日19
⚫休日10

関鉄パープルバス㈱
路線バス

⚫下妻・つくばセン
ター

⚫下妻駅～筑波記念
病院～学園並木

⚫平日15
⚫休日８

⚫北部シャトル
⚫つくばセンター～
筑波山口

⚫平日・休日54
⚫大穂窓口センター
⚫高エネルギー加速器
研究機構

⚫約30分
（つくばセンター）

⚫吉沼シャトル
⚫研究学園駅
～とよさと病院

⚫平日・休日22 ⚫大穂窓口センター
⚫約35分
（研究学園駅）

⚫小田シャトル
⚫つくばセンター～
筑波交流センター

⚫平日・休日30
（このうち大穂
窓口センターに停車
する便は往復７便）

⚫大穂窓口センター
⚫約60分
（つくばセンター）

⚫高エネルギー加速
器研究機構
⚫いちはら病院

⚫約20分
（つくばセンター）

つくば市コミュニティ
バス（つくバス）
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①  上郷高校跡地付近の関東鉄道の路線バスルート  

石下・土浦線（石下駅～上郷～つくばセンター～土浦二高～土浦駅）があり、上郷高校跡

地の北側にバス停「上郷大宿」があります。 

 

【上郷高校跡地付近のバス停位置図】 

上郷高校跡地 

 

🄫Google 
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②  高エネ研南側未利用地付近の関東鉄道の路線バスルート  

高エネ研南側未利用地の東側に接する国道 408号には、関東鉄道バスのつくば・テクノパ

ーク大穂線（つくばセンター～テクノパーク大穂、土浦駅東口～テクノパーク大穂）及び関

鉄パープルバスの下妻・つくばセンター線（下妻駅～筑波記念病院～学園並木）の３路線が

あり、高エネ研南側未利用地の北側に「高エネルギー加速器研究機構」、南側に「いちはら

病院」、「大穂窓口センター入口」のバス停があります。 

 

【高エネ研南側未利用地付近のバス停位置図】 

 

 

 

 

高エネ研南側未利用地 

 

🄫Google 
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③  コミュニティバス（つくバス）路線でのアクセス  

コミュニティバス路線でのアクセスは下図のとおりです。 

➢ 上郷高校跡地は、「上郷シャトル」、「西部シャトル」の２路線が使えます。研究学園で谷

田部地区と接続できます。 

➢ 高エネ研南側未利用地は、「北部シャトル」、「吉沼シャトル」、「小田シャトル」 

の３路線が使えます。 

高エネ研南側未利用地 

 

上郷高校跡地 

 

令和２年（2020年）４月１日現在の「つくバス路線図」 
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（ 3）  周辺の道路状況等  

①  上郷高校跡地周辺の道路状況等  

幹線道路と主入口の位置関係とアプローチ道路の位置（敷地形状・入口のわかりやすさ・ア

クセス性）は、次のアプローチ動線図に示したとおりです。 

市街地及び主要道路からのわかりやすいアクセスは、下図のように東側からの主アプローチ

動線となり、幅員は約８m～10mです。また、北側からの副アプローチ動線-１は、幅員が約５m

とやや狭いところがありますが、副アプローチ動線-２などからもアプローチすることができ

ます。 

一部入口付近等道路幅員が狭い箇所があることから、アクセス性の向上や安全を考慮すると

周辺道路の拡幅も検討する必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：つくば市の都市計画情報の公式ＨＰ） 

上郷高校跡地 

副アプローチ動線－２ 

副アプローチ動線-１ 

主アプローチ動線 

アグリロード 

上郷高校跡地 

 

【周辺図】 

【アプローチ動線図】 



 

67 

②  高エネ研南側未利用地周辺の道路状況等  

下図に示すとおり、つくば市を南北に貫く幹線道路である国道 408 号（学園東大通り）に

接しており、大変わかりやすく自動車でのアプローチが容易です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：つくば市の都市計画情報の公式ＨＰ） 

高エネ研南側未利用地 

 

【周辺図】 

主なアプローチ動線 

【アプローチ動線図】 
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（ 4）  鉄道駅・高速道路インターチェンジとの位置関係  

主要な鉄道駅・インターチェンジからの自動車アクセスは下図に示したとおりであり、上

郷高校跡地はつくばエクスプレス研究学園駅から約 8.0km（自動車で 15分程度）、高エネ研

南側未利用地はつくばエクスプレスつくば駅から約 8.0km（自動車で 15分程度）です。 

 

 【各候補地と鉄道駅・高速道路の位置関係】 

地図出典：国土地理院 
こくど 
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2.1.2  関連施策等との関係  

（ 1）  「つくば市未来構想・第２期つくば市戦略プラン」  

①  個別計画の分野と相関  
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②  未来構想・戦略プランの合体構成  
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③  個別施策Ⅰ -２ - ④  スポーツでつながるまちの推進  

◼ 主要プロジェクト 

③スポーツ施設等の改修及び公共施設として不足しているスポーツ施設等の整備検討 

「つくば市公共施設等総合管理計画」における基本方針に基づき、既存スポーツ施

設等の計画的な改修を行います。また、陸上競技場の整備について、市民ニーズを踏

まえながら、関係機関等との検討を行います。 

 

 

④  個別施策Ⅱ -２ - ①  一人ひとりのこころと体の健康づくりの支援  

◼ 主要プロジェクト 

 ②健康づくりのための運動・スポーツの推進 

多様なライフスタイルに合わせたスポーツ教室の実施、生涯学習の考えを含めた指

導者紹介・育成、ウォーキング・ランニングコースの啓発、健康マイレージの更なる

活用、ＮＰＯなどの団体の支援、民間企業との連携（会場や施設、指導者のシェア）

により、運動・スポーツへの無関心層を含むすべての市民（「こども」「高齢者」

「障害者」「成人」）が健康づくりのための運動・スポーツに親しむことができる環

境整備に取り組みます。 

 

 

⑤  個別施策Ⅱ -４ - ②  保有資産の有効活用の推進  

◼ 個別施策の目的と方向性 

 遊休資産を経営資産と捉え、未利用財産の貸付等による財源の確保及び保有財産の

縮減による維持管理費用の削減を図ります。また、多様な市民ニーズに対応する利用

策の検討や公共施設の改修等による安全確保、バリアフリー・ユニバーサルデザイン

への対応、省エネルギー対策の実施など公共施設価値の向上を図り、利用者数の増加

に取り組みます。 
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上郷高校跡地 

高エネ研南側未利用地 

（ 2）  「つくば市都市計画マスタープラン 2015」  

【コミュニティプラン】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高エネ研南側未利用地】に対応 

【上郷高校跡地】に対応 
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（ 3）  防災関連の条件  

①  上郷高校跡地周辺の条件  

ア  洪水ハザードマップ  

隣接する小貝川の洪水に対して、浸水の恐れがない安全な区域です。 

 

 

イ  地震防災：揺れやすさマップと地域の危険度マップ  

震度６強１     人間：立っていることができず、這わないと動くことができない 

木造建物：耐震性の低い住宅では、倒壊するものが多い。耐震性の

高い住宅でも、壁や柱がかなり破損するものがある。 

鉄筋コンクリート造建物：耐震性の低い建物では、倒壊するものが

ある。耐震性の高い建物でも、壁や柱が破損するものがある。 

周辺の倒壊危険度３  周辺は農地が広がっており、倒壊危険度の高い建物の分布はまば 

らです。 

 

 

 

 

 

 

 

上郷高校跡地 

 

【洪水ハザードマップ】 
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【揺れやすさマップ】 

【地域の危険度マップ】 

上郷高校跡地 

 

上郷高校跡地 

 



 

75 

②  高エネ研南側未利用地周辺の条件  

ア  洪水ハザードマップ  

隣接する桜川の洪水に対して、浸水の恐れがない安全な区域です。 

 

 

イ  地震防災：揺れやすさマップと地域の危険度マップ  

震度６強３        ：同じ震度６の想定であるが、やや揺れやすさが大きいです。 

周辺の倒壊危険度３：周辺は農地が広がっており、倒壊危険度の高い建物の分布はまば

らです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【揺れやすさマップ】 【地域の危険度マップ】 

高エネ研南側未利用地 

高エネ研南側未利用地 

 

高エネ研南側未利用地 
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2.1.3  環境・景観条件等  

（ 1）  周辺施設との連携利用ネットワーク等  

①  上郷高校跡地の周辺条件等  

下図に示す多様な施設が近接しており、これらと連携した文化活動や健康づくりのネット

ワークが想定されます。施設をつなぐルートはジョギング・ウォーキングコースとしての活

用が考えられます。 

【広域利用ネットワーク】 

 

 

地図出典：国土地理院 
こくど 

赤字の施設は、連携が想定される体育施設及

び自然活動空間である。 
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②  高エネ研南側未利用地の周辺条件等  

「つくばウェルネスパーク」「大穂体育館」との連携が想定され、ジョギング・ウォーキ

ングコースとして活用することも考えられます。さらに、「つくばりんりんロード」との連

携が想定されます。 

【広域利用ネットワーク】 

 

赤字の施設は、連携が想定される体育施設及

び自然活動空間である。 

地図出典：国土地理院 
こくど 
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3. 概算工事費にかかる参考資料（補助金・助成金等）  

3.1  補助金・助成金等  

本構想に沿ったスポーツ施設整備を対象として活用が見込める補助金・助成金等は下表のよう

にまとめられます。（令和２年（2020年）現在） 

 

陸上競技場補助金について

②独立行政法人日本スポーツ振興センター（toto）①文部科学省

学校施設環境改善交付金

地域屋外スポーツセンター新改築事業

地域スポーツ施設整備助成

Bスポーツ施設等整備事業

対象経費限度額30,000千円
→助成金限度額20,000千円

運動場：グラウンド面積10,000㎡
照明施設：被照明面積10,000㎡
クラブハウス：床面積330㎡

対象経費限度額60,000千円
→助成金限度額48,000千円

必要面積 グラウンド面積5,000㎡以上

・一般利用に供する
・屋外運動場は陸上競技場、野球場及び
コートを除く球技場又は多目的運動場であ
ること
・照明施設は、非照明面積に対し、二辺以
上の方向から、平均照度200ルクス以上で照
明されること

・照明施設
・クラブハウス（管理室、談話室、トレー
ニング室、更衣室、シャワー室、便所、用
具室等をすべて備える）

Ａ天然芝生化新設事業

必要施設

交付金等
上限

・散水設備（スプリンクラーや散水栓
等）
・排水設備（暗渠排水網や表面排水勾
配）

・芝生化する面積が運動・スポーツ活
動の主要部分となること
・散水設備、排水設備を整備すること

補助単価

交付元

補助金名

特になし

特になし

令和元年度
グラウンド：2,800円/㎡
照明施設：5,100円/㎡
クラブハウス：81,200円/㎡

特になし

特になし

交付金
算定割合

1/3 4/5 2/3

要件

補助事業名

・地域住民の身近なスポーツ活動の場
となる競技施設の新設で、競技の実施
に直接必要なスペースの整備を伴うこ
と
・助成対象経費の合計額が10,000千円
以上

特になし

備考 ①②の併用は不可だが、ＡとＢの併用は可能

20,000千円
（インフィールド以外の工事を対象）

補助額
約35,200千円
（グラウンド面積10,000㎡+被照明面積
10,000㎡+管理棟床面積330㎡）

48,000千円
（インフィールド等の芝生舗装工事を
対象）
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4. 管理運営に向けた参考資料  

4.1  管理運営の改善例  

4.1.1 基本的考え方：建設コスト・運営コストの抑制  

施設単体で経費を上回る収入を得ることは困難ですが、コストを抑えながら周辺施設との連携

を含めて多様な機能を導入することで利用活性化とにぎわい創出を図り、地域のシンボルとして

持続可能なまちづくりにつなげることで投資効果を高めることを目指します。 

 【スポーツ施設の収入の種類】 

収入の種類 固定収入 変動収入 

 

スポーツ関連収入 

 

 

 

 

協賛収入等 

 

 
 

 

イベント収入 

 

 

 

 

 

隣接施設収入 

 

 
 

 

 

4.1.2 収益性改善に向けた取組姿勢  

（ 1）  快適性・ホスピタリティの向上  

収益性の高い各種イベント（コンサートやコンベンション等）を開催しやすい施設形状、

ゆったりとした動線、快適な観戦空間の実現（試合を見やすい座席、家族連れや障害者への

配慮、トイレ数の確保等）、良質な飲食サービス、託児機能等多様な附帯サービスの提供な

どが考えられます。 

（ 2）  先進的な取り組みによる利用者層拡大・稼働率向上  

ＣＲＭ※の強化による団体利用者以外の個人利用の活性化、スマートフォンアプリ等によ

る観光客を含めた利用者等との接点の拡大や移動履歴データ分析に基づくプロモーションを

可能とするＩＣＴインフラ整備、当該インフラの運用効率向上や情報セキュリティの管理な

どが考えられます。 

※ＣＲＭは、Customer Relationship Management（カスタマーリレーションシップマネージメ

ント）の略語で、「顧客関係管理」や「顧客管理」などと訳されます。 

前売券・当日券収入 公式戦使用料収入 

命名権収入 

前売券・当日券収入 

イベント興行主使用料収入 

法人イベント使用料収入 

物販・飲食物テナント賃貸収入 

公共施設テナント収入 

年間契約駐車場収入 

物販・飲食等収入 

公共施設利用料金収入 

駐車場収入 

会議室等貸出収入 

スポンサー収入 

地域スポーツ使用料収入 
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（ 3）  地域活性化拠点としての効率的活用  

地域活性化拠点となる複合施設として、大会・イベント等がない平常時でも様々な利活用

が行われ、周辺地域のシンボルとして機能するよう配慮することが重要です。 

防災機能をはじめ、多様なステークホルダーに対する価値を高めるために、商業施設の誘

致や近隣の病院・福祉健康施設等、地域に不足する機能を補完するなどの複合化・ネットワ

ークの形成が考えられます。 

  



 

81 

5.  つくば市陸上競技場整備基本構想策定検討会議  

5.1  つくば市陸上競技場整備基本構想策定の経過  

  

実施・予定時期 主な検討・協議内容 

令和２年（2020年） 

７月 30日 

第１回 つくば市陸上競技場整備基本構想策定検討会議 
⚫ 会議の主旨、スケジュール、これまでの検討状況等の確認 
⚫計画条件の確認（社会状況の変化、上位計画と周辺施設との連携、
市民ニーズと団体等の意向等）／課題と対応の考え方について意見
交換 

令和２年（2020年） 

９月 24日 

第２回 つくば市陸上競技場整備基本構想策定検討会議 
⚫計画目標の調整（管理運営イメージ等を含む目標イメージ、導入機
能の重点と整備水準設定：誘致する大会カテゴリーの考え方等） 

令和２年（2020年） 

11月４日 

第３回 つくば市陸上競技場整備基本構想策定検討会議 
⚫具体的な整備内容案（敷地に即した施設内容と規模の設定） 
⚫候補地の比較検討（整備目標達成に向けた適合性・利便性・コスト
等） 

令和３年（2021年） 

１月 14日 

第４回 つくば市陸上競技場整備基本構想策定検討会議 
⚫基本構想案のまとめ 
⚫配置計画、概算工事費、管理運営、整備スケジュール 

令和３年（2021年） 

２月５日～３月７日 

パブリックコメントの実施 
 

令和３年（2021年） 

３月 25日 

第５回 つくば市陸上競技場整備基本構想策定検討会議 
⚫パブリックコメント意見に対する考え方確認 
⚫基本構想最終案の調整 

令和３年（2021年） 

４月 
基本構想の策定 
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5.2  陸上競技場整備基本構想策定検討会議委員  

 

座長：萩原 武久  職務代理：岩井 浩一  

氏名 委嘱区分 所属 

大澤
おおさわ

 義
よし

明
あき

 学識経験者（社会工学系） 
筑波大学システム情報工学研究科長 

社会工学域教授 

大山 卞
おおやまべん

 圭
け い

悟
ご

 学識経験者（体育系） 
筑波大学体育系准教授 

陸上競技部副部長 

齊藤
さいとう

 まゆみ 学識経験者（障害者スポーツ系） 筑波大学体育系准教授 

岩井
い わ い

 浩一
こういち

 学識経験者（スポーツ医学系） 

茨城県立医療大学 

地域貢献研究センター長 

保健医療学部教授 

宮本
みやもと

 恒男
つ ね お

 スポーツ団体の代表者 つくば市陸上競技協会代表 

若山
わかやま

 隆男
た か お

 スポーツ団体の代表者 
高山学園つくば市立高山中学校校長 

つくば市中学校体育連盟 副会長 

浅野
あ さ の

 祐一
ゆういち

 市民委員  

石渡
いしわたり

 琢磨
た く ま

 市民委員  

萩原
はぎわら

 武久
たけひさ

 関係行政機関の職員 
つくば市スポーツ振興担当理事 

（一社）つくば市スポーツ協会会長 

（敬称略：順不同） 
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（仮称）つくば市陸上競技場整備基本構想 

令和３年（2021年）４月 

   

つくば市市民部スポーツ振興課スポーツ施設整備室 

  〒305-8555 

    茨城県つくば市研究学園一丁目 1番地 1 

  TEL 029-883-1111(代表) 


